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提
題
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は
じ
め
に

　

二　

駒
村
教
授
に
よ
る
「
意
味
の
秩
序
」
論

　

三　

お
わ
り
に

【
対
話
】

　

一　
「
意
味
の
秩
序
」
へ
の
接
近
―
―
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
社
会
的

意
味
」
論
と
の
関
係
で

　

二　

日
吉
の
憲
法
講
義
に
お
い
て

　

三　
「
意
味
の
秩
序
」
と
平
等

　

四　

エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て

　

五　
「
意
味
の
剝
奪
」
の
内
面
化
に
い
か
に
対
処
す
べ
き
か



158

法学研究 99 巻 3 号（2026：3）

【
提
題
】

菅
谷
麻
衣

一　

は
じ
め
に

　

旧
く
一
九
世
紀
か
ら
ア
メ
リ
カ
憲
法
学
は
「
意
味
」（

（
（

の
問
題
と
格
闘
し
て
き
た
。
悪
名
高
い
一
八
五
七
年
のD

red Scott v. 

Sandford

事
件
合
衆
国
最
高
裁
判
決（

（
（

は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
権
利
や
自
由
の
前
提
と
な
る
「
市
民
（citizen

）」（
（
（

か
ら
黒
人
を
排
除

す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
が（

（
（

、
南
北
戦
争
修
正
条
項
に
よ
っ
て
、
奴
隷
制
は
廃
止
さ
れ
（
修
正
一
三
条
）、
合
衆
国
で
生
ま
れ
、
ま
た
は

帰
化
し
た
す
べ
て
の
人
が
「
市
民
権
（citizenship

）」
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
（
同
一
四
条
一
節
）。
こ
れ
に
よ
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
、

人
種
と
市
民
権
の
結
合
が
解
消
さ
れ
、
黒
人
も
白
人
同
様
に
均
質
で
平
等
な
市
民
の
身
分
を
構
成
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

修
正
一
四
条
の
批
准
後
も
南
部
諸
州
で
は
黒
人
分
離
政
策
が
推
進
さ
れ
、
一
八
九
六
年
のPlessy v. Ferguson

事
件
合
衆
国
最

高
裁
判
決（

（
（

で
は
黒
人
専
用
車
両
を
設
け
て
も
、
そ
れ
が
白
人
専
用
車
両
と
同
等
の
設
備
で
あ
れ
ば
〝
分
離
す
れ
ど
も
平
等
〟
と
さ
れ

た
。
つ
ま
り
、
黒
人
は
形
式
的
に
「
市
民
」
に
該
当
す
る
に
過
ぎ
ず
、
公
共
空
間
で
交
流
す
べ
き
共
同
体
の
一
員
で
あ
る
と
み
な
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
社
会
に
根
強
く
残
る
「
身
分
の
不
平
等
（status inequality

）」（
（
（

の
解
消
の
た
め
に
は
、
法
的
身
分
の
平

準
化
〈
法
的
平
等
〉
だ
け
で
な
く
、
白
人
と
黒
人
の
身
分
階
層
を
構
築
す
る
意
味
体
系
（
白
人
の
優
越
性
と
黒
人
の
劣
等
性
）
の
解
体

〈
意
味
の
平
等
〉
ま
で
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
実
は
、Plessy

事
件
で
も
こ
の
点
は
意
識
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ー

ラ
ン
裁
判
官
（John M

. H
arlan

）
の
筆
に
な
る
反
対
意
見
は
、
人
種
に
基
づ
く
車
両
区
分
の
社
会
的
位
置
づ
け
を
検
討
し
た
上
で
、

当
該
区
分
を
命
じ
る
州
法
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
る
同
朋
市
民
の
黒
人
に
「
実
際
上
、
隷
属
と
格
下
げ
の
烙
印
を
押
す
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（practically, puts the brand of servitude and degradation

）」（
（
（

と
指
摘
し
て
い
る
（
が
、
対
す
る
法
廷
意
見
は
、
か
か
る
烙
印
は
州

法
で
は
な
く
、
黒
人
自
身
の
解
釈
に
よ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
切
り
捨
て
た（

（
（

）。
合
衆
国
最
高
裁
の
多
数
派
が
人
種
差
別
を
め
ぐ
る
「
意

味
」
の
問
題
と
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
の
は
、
一
九
五
四
年
のBrow

n v. Board of Education of T
opeka

事
件
合
衆
国
最
高

裁
判
決（

（
（

で
あ
る
。
同
判
決
は
ア
メ
リ
カ
判
例
史
上
、
銘
記
す
べ
き
判
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、Plessy

判
決
の
〝
分
離
す
れ
ど
も

平
等
〟
か
ら
転
換
し
、
人
種
別
学
制
を
違
憲
へ
と
導
い
た
の
が
、
立
法
事
実
に
お
け
る
社
会
的
意
味
へ
の
着
眼
―
―
も
っ
と
も
、

Brow
n

判
決
は
社
会
的
意
味
の
解
体
や
再
配
分
〈
意
味
の
平
等
〉
ま
で
全
面
的
に
踏
み
込
ん
で
は
い
な
い
―
―
で
あ
る
（
な
お
、
こ

れ
に
は
ブ
ラ
ッ
ク
（Charles L. Black, Jr.

）
と
い
う
傑
出
し
た
法
律
家
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る（

（1
（

）。

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
憲
法
学
は
「
意
味
」
の
問
題
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
建
国
か
ら
続
く
奴
隷
制
・
人
種
差
別
と
い
う
宿
痾

を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
き
た
（
し
、
今
も
そ
の
努
力
は
継
続
し
て
い
る
）。
さ
ら
に
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
に
は
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
（
が
含
有
す
る
意
味
）
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
の
社
会
階
層
を
構
築
・
維
持
し
、
女
性
を
「
二
級
身
分
（second-class 

status

）」（
（1
（

化
し
て
い
る
、
と
い
う
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
言
説
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
女
性
差
別
の
文
脈
で
も
「
意
味
」
の
問
題
が
意

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
続
く
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
、
同
性
婚
を
め
ぐ
る
事
件（

（1
（

で
同
性
カ
ッ
プ
ル
に
も
「
婚
姻
（m

arriage

）」

を
認
め
る
べ
き
か
否
か
が
争
点
と
な
り
、「
婚
姻
」
と
い
う
言
葉
に
付
着
す
る
「
意
味
」
が
焦
点
と
な
っ
た（

（1
（

。
要
す
る
に
、
ア
メ
リ

カ
憲
法
学
に
お
い
て
「
意
味
」
の
問
題
は
平
等
の
位
相
に
お
い
て
（status

論
と
密
接
に
連
関
し
な
が
ら
）
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
と
い
え
る
。

　

も
っ
と
も
、
社
会
的
意
味
が
単
に
「
身
分
の
不
平
等
」
に
付
随
す
る
の
で
は
な
く
、「
身
分
の
不
平
等
」
そ
の
も
の
を
構
築
・
維

持
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、
社
会
的
意
味
が
あ
ら
ゆ
る
行
為
を
基
底
し
て
い
る
な
ら
ば
、
社
会
的
意
味
を
規
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、

人
々
の
行
為
を
統
制
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
従
来
の
修
正
一
条
法
理
は
、
政
府
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
自
体
の
規

制
に
は
非
常
に
警
戒
心
を
抱
く
反
面
、
テ
ク
ス
ト
を
支
え
る
社
会
的
意
味
の
規
制
に
は
あ
ま
り
に
無
関
心
で
あ
っ
た（

（1
（

。
こ
の
問
題
に
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対
処
す
る
た
め
に
、
一
九
九
〇
年
代
に
い
ち
早
く
社
会
的
意
味
を
自
由
の
位
相
で
主
題
化
し
た
の
が
レ
ッ
シ
グ
（Law

rence 

Lessig

）
で
あ
る（

（1
（

。
こ
れ
に
対
し
、
彼
と
問
題
意
識
を
一
部
共
有
し
な
が
ら
も
、
文
化
人
類
学
、
法
哲
学
、
ド
イ
ツ
憲
法
学
等
の
知

見
を
取
り
入
れ
て
、
自
由
の
秩
序
を
構
成
す
る
秩
序
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
意
味
の
秩
序
」
を
構
想
し
、
自
由
・
平
等
の
両
位
相
で

「
意
味
」
の
問
題
を
全
面
展
開
し
た
の
が
駒
村
圭
吾
教
授
で
あ
る
。
前
記
の
ア
メ
リ
カ
憲
法
学
の
研
究
状
況
を
踏
ま
え
た
と
き
、
駒

村
教
授
の
「
意
味
の
秩
序
」
論
は
「
意
味
」
の
問
題
を
秩
序
論
と
し
て
定
式
化
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
平
等
だ
け
で
な
く
、

自
由
の
位
相
で
も
展
開
し
た
こ
と
に
特
色
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
と
り
わ
け
後
者
は
以
前
か
ら
活
発
な
批
評
の
対
象
と
な
っ
て
き

た
（
詳
し
く
は
後
述
の
二
・（
二
））。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
駒
村
教
授
の
「
意
味
の
秩
序
」
論
を
題
材
と
し
て
、「
意
味
の
秩
序
」
の
「
位
相
」
の
問
題
に
迫
り
た
い
。

二　

駒
村
教
授
に
よ
る
「
意
味
の
秩
序
」
論

（
一
）　
「
意
味
の
秩
序
」
と
平
等

　

駒
村
教
授
の
「
憲
法
行
脚
の
道
行
き
」（

（1
（

に
お
い
て
「
意
味
の
秩
序
」
が
初
登
場
す
る
の
は
、
論
点
講
座
「
憲
法
の
解
釈
」
を
締
め

く
く
る
二
〇
〇
九
年
の
座
談
会
中（

（1
（

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
講
座
は
憲
法
学
の
石
川
健
治
教
授
、
行
政
法
学
の
亘
理
格
教
授
、
そ
し
て

駒
村
教
授
の
三
名
に
よ
っ
て
法
学
教
室
誌
上
で
二
年
間
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
然
、
座
談
会
の
論
点
も
多
岐
に
わ
た
っ
た
。

そ
の
中
で
、Round 6�

の
基
本
権
保
護
義
務
論
に
関
す
る
駒
村
論
稿（

（1
（

の
論
旨
を
確
認
す
る
た
め
に
石
川
教
授
が
「
意
味
の
秩
序
」
と

い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
後
に
駒
村
教
授
自
身
が
述
懐
す
る
通
り
、
こ
の
発
言
か
ら
（
も
）
着
想
を
得
て
、
駒
村
教
授
の
「
意
味

の
秩
序
（
自
由
の
秩
序
）」
論
は
構
想
さ
れ
る（

（1
（

。
や
や
冗
長
に
な
る
が
、
当
該
秩
序
論
の
全
体
像
に
迫
る
上
で
重
要
な
発
言
だ
と
思
わ

れ
る
の
で
引
用
し
た
い
。
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「
石
川　

公
序
の
意
味
に
つ
い
て
で
す
が
、
駒
村
さ
ん
は
、
た
と
え
ば
こ
れ
ま
で
も
議
論
さ
れ
て
き
た
憲
法
二
八
条
だ
け
で
は
な
く
、
憲
法

一
四
条
か
ら
も
、
或
る
社
会
的
な
公
序
を
抽
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
論
点
を
出
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、
私

がRound 1-2

で
、status

の
秩
序
と
し
て
の
意
味
を
平
等
条
項
が
持
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
論
点
を
出
し
た
こ
と
と
接
合
す

る
問
題
意
識
で
す
ね
。
そ
し
て
、
一
四
条
と
い
う
の
は
、
権
利
の
根
拠
規
定
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
秩
序
に
つ
い
て
の
公
序
設
定
を
含

ん
だ
規
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
駒
村
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
そ
の
場
合
に
、
こ
れ
は
私
の
最
後
の
論
文
で
述
べ
よ
う
と
し
て
充
分
述
べ
切
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
駒
村
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る
公
序

0

0

0

が
、
単
な
る
社
会
秩
序

0

0

0

0

0

0

0

の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
あ
る
種
の
文
化
的
な
意
味
の
秩
序

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
意
味
し
て
い
る
の
か
、

に
よ
っ
て
議
論
の
趣
旨
が
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
社
会
秩
序
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
日
本
の
ス
テ
ー
タ
ス
の
秩
序
と
い
う
の

は
、
戦
後
改
革
を
契
機
に
相
当
程
度
平
等
化
さ
れ
て
い
て
、
も
う
問
題
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
わ
け
で
す
。
そ
の
上
で
、
平0

等
に
か
か
わ
る
憲
法
的
公
序

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
語
る
こ
と
の
意
味
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
の
が
一
つ
の
質
問
で
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
何
か
平

0

0

0

等
問
題
が
残
っ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
人
間
の
生
き
る
「
意
味
」
の
賦
与
・
剝
奪
に
か
か
わ
る

0

0

0

0

0

00

0

00

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

、
非
常
に
象
徴
化
さ
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

次
元
で
の
秩
序
の
問
題

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
ま
す
。」（

（2
（

（
傍
点
は
菅
谷
）

　

長
ら
く
石
川
教
授
は
、
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
（Georg Jellinek
）
のStatus

論
か
ら
抜
け
落
ち
た
平
等
固
有
の
問
題
に
関
心
を
寄
せ

て
お
り（

（2
（

、
引
用
箇
所
の
発
言
も
か
か
る
問
題
意
識
を
色
濃
く
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
発
言
の
後
も
三
名
の
議
論
が
続
く
が
、

駒
村
教
授
の
「
意
味
の
秩
序
」
論
と
の
関
係
で
重
要
な
の
は
駒
村
教
授
と
石
川
教
授
の
次
の
や
り
取
り
だ
ろ
う
。

「
駒
村　

先
ほ
ど
、
一
四
条
の
公
序
論
の
可
能
性

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
つ
い
て
、
身
分
の
秩
序
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
さ
ら
に
超
え
た
秩
序
の
公
序
化
も
構

想
す
る
の
か
、
と
い
う
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
市
民
の
公
序
を
憲
法
的
公
序
に
上
げ
て
い
く
こ
と
が
可
能
な
力
を
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内
包
し
た
市
民
社
会
で
あ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
熟
慮
的
討
議
（deliberation

）
も
、
当
該
市
民
社
会
の
中
で
長
い
時

間
を
か
け
て
や
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
、
参
加
者
を
閉
じ
ず
に
、
開
放
的
に
議
論
が
な
さ
れ
、
し
か
も
、

多
様
な
生
が
熟
慮
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
か
ら
、
逆
に
い
え
ば
、
先
ほ
ど
、
ス
テ
ー
タ
ス
の
秩
序
と
対
比
さ
れ
て
お
っ
し
ゃ
っ
た
…
…
。

石
川　

意
味
の
秩
序

0

0

0

0

0

で
す
ね
。

駒
村　

意
味
の
秩
序
に
お
け
る
平
等

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

も
、
す
で
に
相
当
程
度
達
成
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
一
四
条
に
関
し
て
、
身
分
の
秩
序
か
、
意
味
の
秩
序
ま
で
い
く
の
か
、
ど
の
次
元
で
憲
法
的
公
序
を
設
定
す
る
の
か
は
、
や
は
り
、
市

民
社
会
を
ど
う
構
想
す
る
の
か
に
依
存
し
て
く
る
話
に
な
り
ま
す
。」（

（2
（

（
傍
点
は
菅
谷
）

　

先
に
引
用
し
た
石
川
発
言
も
、
直
前
に
引
用
し
た
駒
村
＝
石
川
の
や
り
取
り
も
、「
意
味
の
秩
序
」
を
憲
法
一
四
条
の
公
序
―
―

そ
れ
も
、
国
家
に
よ
る
身
分
の
一
括
承
認
に
よ
っ
て
も
な
お
残
さ
れ
る
「
平
等
」
―
―
の
問
題
と
し
て
論
じ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
、

こ
の
座
談
会
の
段
階
で
は
、
駒
村
教
授
が
「
意
味
の
秩
序
」
を
自
由
・
平
等
の
両
位
相
を
貫
く
概
念
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
実
際
、
こ
の
座
談
会
後
、
初
め
て
「
意
味
の
秩
序
」
論
が
展
開
さ
れ
た
駒
村
論
稿（

（2
（

は
同
性
婚
に
関
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
一
で
み
た
ア
メ
リ
カ
憲
法
学
の
研
究
状
況
か
ら
し
て
も
、
こ
の
こ
と
自
体
は
不
自
然
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
二
〇
一
〇

年
の
駒
村
論
稿（

（2
（

で
「
意
味
の
秩
序
」
が
自
由
の
秩
序
を
構
成
す
る
秩
序
の
ひ
と
つ
と
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
（
ゆ
え
に
、
こ
の
論
稿

で
は
「
意
味
の
秩
序
論
」
で
は
な
く
、「
自
由
の
秩
序
論
」（

（2
（

と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
）、
そ
の
構
想
の
全
体
像
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
、

自
由
・
平
等
の
両
位
相
に
わ
た
る
駒
村
教
授
の
「
意
味
の
秩
序
」
論
が
本
格
的
に
始
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
二
）　
「
意
味
の
秩
序
」
と
自
由

　

そ
も
そ
も
、「
自
由
の
秩
序
」
と
は
、
法
哲
学
者
の
井
上
達
夫
教
授
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
概
念
で
、
自
由
を
「
一
定
の
秩
序
の
構

想
」
と
捉
え
、
自
由
を
成
立
さ
せ
る
「
秩
序
の
特
質
」（

（2
（

を
探
求
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
駒
村
教
授
は
か
か
る
議
論
を
念
頭
に
自
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由
の
秩
序
は
、
①
身
分
の
秩
序
、
②
権
利
義
務
の
秩
序
、
③
意
味
の
秩
序
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
①
は
「
国
籍
を
は
じ

め
と
す
る
法
的
身
分
の
設
定
・
承
認
に
よ
っ
て
自
由
の
可
能
性
を
束
ね
、
そ
れ
を
権
利
利
益
の
請
求
資
格
等
に
接
合
す
る
器
と
し
て

機
能
す
る
実
定
法
秩
序
」、
②
は
「
放
任
で
き
な
い
加
害
行
為
に
対
処
す
る
た
め
に
、
事
態
を
権
利
と
義
務
の
連
関
に
翻
訳
し
て
実

施
さ
れ
る
実
定
法
的
規
制
体
系
」、
そ
し
て
③
は
「
あ
る
意
味
で
、
①
②
以
上
に
日
常
的
か
つ
強
固
に
影
響
力
を
持
ち
、
実
定
法
に

よ
ら
ず
と
も
各
人
に
内
面
化
さ
れ
規
範
化
さ
れ
た
秩
序
」（

（2
（

で
あ
る
。
駒
村
教
授
に
よ
る
と
、
国
家
は
①
②
を
整
備
す
る
憲
法
上
の
責

務
が
課
さ
れ
て
い
る
に
対
し
、
③
へ
の
介
入
は
「
文
化
領
域
の
自
律
」
の
名
の
下
に
、
基
本
的
に
消
極
的
に
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、

わ
が
国
の
判
例
で
は
、「
意
味
の
秩
序
」
に
も
「
憲
法
的
な
規
範
的
ス
テ
ー
タ
ス
」（

（2
（

が
与
え
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
ケ
ー
ス
で
あ
る
チ
ャ
タ
レ
ー
事
件
判
決（

（2
（

を
筆
頭
に
、
わ
い
せ
つ
表
現
規
制
を
め
ぐ
る
事
件
で
は
、「
社
会
通
念
」
が
わ
い
せ
つ

性
判
断
の
決
定
的
要
素
で
あ
っ
た（

（3
（

。
従
来
、
あ
ま
り
意
識
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、「
意
味
の
秩
序
」
は
、
加
害
行
為
の
防
止

や
自
由
の
射
程
の
調
整
に
お
け
る
参
照
事
項
、
あ
る
い
は
自
由
制
限
の
直
接
的
根
拠
と
し
て
、
潜
在
的
に
で
は
あ
る
が
、
既
に
自
由

の
位
相
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
駒
村
教
授
は
こ
の
点
に
光
を
当
て
、
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ（

（3
（

や
政
府
言
論

（governm
ent speech

）（
（3
（

に
対
す
る
有
効
な
分
析
枠
組
み
と
し
て
、「
意
味
の
秩
序
」
論
を
提
示
し
た
。「
意
味
の
秩
序
」
の
ウ
ィ
ン

グ
を
自
由
の
位
相
に
も
明
示
的
に
拡
げ
た
点
で
、
こ
れ
は
ひ
と
つ
の
功
績
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
駒
村
教
授
の
最
大
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
は
、「
人
間
は
自
分
自
身
が
は
り
め
ぐ
ら
し
た
意
味
の
網
の
中
に
か
か
っ
て
い

る
動
物
で
あ
る
と
私
は
考
え
、
文
化
を
こ
の
網
と
し
て
捉
え
る
」（

（3
（

と
い
う
文
化
人
類
学
者
の
ギ
ア
ー
ツ
（Clifford Geertz

）
の
主
張

に
着
想
を
得
て
、
文
化
を
「
意
味
の
秩
序
を
構
成
す
る
一
群
の
規
範
や
パ
タ
ー
ン
」（

（3
（

で
あ
る
と
理
解
し
た
点
に
あ
ろ
う
。
駒
村
教
授

に
よ
れ
ば
、
文
化

≒

「
意
味
の
秩
序
」
だ
と
す
る
と
、
国
家
と
意
味
の
秩
序
の
「
き
わ
ど
い
関
係
性
」（

（3
（

が
浮
上
す
る
。
つ
ま
り
、
国

家
は
文
化
を
支
配
す
る
こ
と
で
「
意
味
の
秩
序
」
の
支
配
を
試
み
る
と
同
時
に
、
革
命
や
退
廃
に
よ
っ
て
意
味
秩
序
が
崩
壊
す
る
こ

と
を
恐
れ
て
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
国
家
は
意
味
秩
序
に
影
響
を
与
え
得
る
文
化
芸
術
に
対
し
て
も
非
常
に
恐
れ
、
ま
た
大
切
に
す
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る
と
い
う
二
律
背
反
的
態
度
（
す
な
わ
ち
、
規
制
と
給
付
）
を
と
る
。
駒
村
教
授
は
こ
こ
に
「
文
化
の
自
律
性
と
自
由
の
問
題
」（

（3
（

が

生
じ
る
と
い
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
憲
法
は
「
意
味
の
秩
序
」
に
関
心
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
が
、
憲
法
学
は
「
意
味
」

の
問
題
に
い
か
に
対
処
す
べ
き
か
。
こ
れ
に
対
し
て
、
駒
村
教
授
は
次
の
二
つ
の
道
筋
を
示
し
て
い
る
。

　

第
一
に
、
憲
法
二
一
条
か
ら
導
出
さ
れ
る
自
由
の
可
能
条
件
で
あ
る
。
自
由
の
保
障
と
は
、
国
家
が
た
だ
国
民
を
放
置
す
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
自
由
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
基
整
整
備
を
提
供
す
る
責
務
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
意
味
の
秩
序
」

と
の
関
係
で
い
え
ば
、
意
味
秩
序
自
体
か
ら
の
解
放
と
い
う
究
極
的
自
由
が
不
可
能
で
あ
る
以
上
、
せ
め
て
自
分
が
縛
ら
れ
る
べ
き

意
味
秩
序
を
選
択
で
き
る
自
由
を
確
保
す
る
た
め
に
、
意
味
秩
序
の
多
元
性
・
多
様
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
る
。
典
型
例
と
し
て

は
、
報
道
・
娯
楽
・
教
育
・
教
養
と
い
っ
た
放
送
法
に
よ
る
放
送
内
容
の
多
様
性
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
集
会
所
や
公
民
館
な
ど
の

「
憲
法
的
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（

（3
（

も
、
自
由
な
交
流
を
通
じ
て
意
味
秩
序
の
複
数
性
に
寄
与
す
る
の
で
、
表
現
・
集
会
・
結

社
の
自
由
の
可
能
条
件
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
憲
法
二
五
条
の
文
化
的
生
存
権
で
あ
る
。
駒
村
教
授
は
憲
法
二
五
条
一
項
の
「
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
と
い
う

文
言
か
ら
、
文
化
的
生
存
権
、
つ
ま
り
、
経
済
生
活
の
み
な
ら
ず
、
文
化
的
生
活
の
ミ
ニ
マ
ム
が
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
、

と
主
張
す
る
。
従
来
、
憲
法
二
五
条
の
い
う
「
文
化
」
は
文
化
芸
術
と
無
関
係
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
は
「
コ
ペ
ル
ニ
ク

ス
的
な
転
換
」（

（3
（

と
評
さ
れ
た
。
文
化
的
生
存
権
に
よ
っ
て
国
家
に
は
「
文
化
的
ミ
ニ
マ
ム
」
を
提
供
す
る
責
務
が
生
じ
る
が
、「
意

味
の
秩
序
」
に
お
け
る
ミ
ニ
マ
ム
と
は
「
意
味
秩
序
の
多
様
性
・
多
元
性
の
維
持
・
再
生
産
」（

（3
（

と
な
る
（
個
別
的
な
意
味
秩
序
の
束

の
保
守
で
は
な
い
点
に
注
意
を
要
す
る
）。
こ
の
点
、
駒
村
教
授
は
文
化
的
生
存
権
の
実
現
の
主
要
な
舞
台
は
憲
法
二
六
条
の
公
教
育

で
あ
る
と
捉
え
た
上
で
、
そ
の
ミ
ニ
マ
ム
は
文
化
と
健
康
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
は
集
会
所
や
公
民
館
は
勿
論
の
こ
と
、
社
会
教

育
施
設
の
ミ
ニ
マ
ム
と
さ
れ
る
水
準
に
よ
っ
て
は
、
図
書
館
、
博
物
館
・
美
術
館
も
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
放
送
政
策
・
放
送
法

に
よ
る
放
送
の
多
元
性
を
確
保
す
る
各
種
の
施
策
も
文
化
的
生
存
権
の
射
程
に
入
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
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こ
れ
ら
二
つ
の
道
筋
は
、
い
ず
れ
も
文
化
芸
術
に
対
す
る
国
家
の
関
与
を
増
大
さ
せ
る
の
で
、
国
家
が
「
文
化
芸
術
の
固
有
法
則

性
」
を
操
作
し
、
文
化
芸
術
の
自
律
性
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
批
判
が
提
起
さ
れ
得
る（

（4
（

。
駒
村
教
授
も
、
国
・
地
方

公
共
団
体
、
鑑
賞
す
る
市
民
、
実
作
者
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
専
門
職
の
判
断
過
程
を
構
造
化
し
、
ア
ク
タ
ー
間
の
抑
制
均
衡
を
図

る
と
い
う
対
応
策
を
示
し
て
は
い
る
も
の
の
、
予
め
国
家
と
文
化
芸
術
を
遠
ざ
け
て
お
き
な
が
ら
、
再
び
国
家
に
文
化
の
意
味
秩
序

を
整
備
さ
せ
る
こ
と
に
対
す
る
疑
問
（
な
い
し
懸
念
）
に
は
「
そ
れ
な
り
に
説
得
力
は
あ
る
」（

（4
（

こ
と
を
認
め
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ

に
対
し
て
は
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
退
廃
芸
術
排
斥
を
例
に
挙
げ
て
、
歴
史
上
、
文
化
芸
術
の
固
有
法
則
性
に
対
す
る
国
家
の
干
渉
は
ま

さ
に
そ
の
「
固
有
」
性
ゆ
え
に
功
を
奏
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
反
面
、「
固
有
」
法
則
性
が
実
際
に
機
能
す
る
た
め
に
は
「
最
低
限

の
条
件
」（

（4
（

―
―
つ
ま
り
、
意
味
秩
序
の
多
元
性
・
多
様
性
（
ナ
チ
ス
の
例
で
い
え
ば
、
与
党
を
形
成
す
る
芸
術
と
、
そ
れ
と
対
峙
す
る
対

抗
的
芸
術
の
二
元
性
）
―
―
を
備
え
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
応
答
を
試
み
て
い
る
。

　

だ
が
、
な
ぜ
、
意
味
秩
序
の
多
元
性
・
多
様
性
が
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
近
代
合
理
主
義
に
よ
っ
て
神
の
存

在
が
否
定
さ
れ
、
神
が
象
徴
し
て
い
た
〈
意
味
に
充
た
さ
れ
た
世
界
（
コ
ス
モ
ス
）〉
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
西
欧
知
識
人
の

伝
統
に
は
〈
意
味
が
喪
失
し
た
世
界
（
カ
オ
ス
）
へ
の
恐
怖
〉
が
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る（

（4
（

。
一
九
世
紀
初
期
の
ウ
ェ
ー
バ

ー
（M

ax W
eber

）
の
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
「
意
味
」
の
問
題
は
社
会
学
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
学
問
領
域
の
重
要
な
テ

ー
マ
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
不
断
に
世
界
に
意
味
を
付
賦
・
創
造
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
〈
生
〉
を
意
味
に
充
た
さ
れ
た
も

の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
発
想
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
確
か
に
意
味
秩
序
の
多
元
性
・
多
様

性
は
、
個
人
が
そ
の
生
き
る
意
味
を
自
律
的
に
選
択
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
の
も
の
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
佐
藤
幸
治
教
授
の
人
格

的
自
律
権
や
物
語
論
に
深
く
コ
ミ
ッ
ト
す
る
駒
村
教
授
に
も
、（
た
と
え
潜
在
的
に
せ
よ
）
こ
の
種
の
問
題
意
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
に
加
え
、
駒
村
教
授
は
意
味
秩
序
の
生
成
・
再
編
と
身
分
秩
序
・
権
利
秩
序
の
法
制
化
を
動
態
的
に
捉
え
、
そ
れ
が
「
人

権
の
理
念
や
立
憲
主
義
の
存
立
を
安
定
的
に
支
え
る
役
割
」（

（4
（

を
担
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
本
節
の
冒
頭
で
確
認
し
た
通
り
、
駒
村
教
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授
に
よ
る
「
意
味
の
秩
序
」
論
は
、
単
な
る
「
意
味
」
論
で
は
な
く
、「
自
由
」
を
成
立
さ
せ
る
「
秩
序
」
論
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、「
意
味
の
秩
序
」
の
単
一
化
は
か
か
る
動
態
を
静
止
さ
せ
、
人
権
の
理
念
や
立
憲
主
義
に
と
っ
て
重
要
な
自
由
そ
の
も
の
の
大

き
な
危
機
と
な
り
得
る
。
駒
村
教
授
は
い
う
。

　
「〔「
意
味
の
秩
序
」
が
〕
何
か
の
力
に
よ
っ
て
一
つ
の
も
の
に
ま
と
ま
る
と
き
に
、
そ
れ
は
文
化
の
固
有
法
則
性
に
導
か
れ
た
結
論
で
あ

る
と
い
う
形
で
、
座
し
て
そ
の
状
況
を
見
守
り
続
け
た
方
が
い
い
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
よ
く
な
い
、
だ
か
ら
そ
の
た
め
の
憲
法
論

0

0

0

0

0

0

0

0

は
必

要
だ
と
い
う
こ
と
が
結
論
で
す
。」（

（4
（

（〔　

〕
内
・
傍
点
は
筆
者
）

　

こ
の
「
そ
の
た
め
の
憲
法
論
」
が
「
意
味
の
秩
序
」
論
で
あ
り
、
あ
え
て
自
由
・
平
等
の
両
位
相
に
わ
た
っ
て
「
意
味
」
の
問
題

を
論
じ
る
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
の
一
で
、
ア
メ
リ
カ
憲
法
学
で
は
「
意
味
」
の
問
題
は
主
に
平
等
の
位
相

で
捉
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
実
は
、
か
つ
て
わ
が
国
に
は
自
由
の
位
相
で
「
意
味
」
の
問
題
が
扱
わ
れ
た
書
籍
が
あ

っ
た
。
そ
れ
が
尾
高
朝
雄
教
授
に
よ
る
、
そ
の
名
も
ず
ば
り
『
自
由
論
』
で
あ
る
。
同
書
の
中
で
、
尾
高
教
授
は
、
世
界
に
意
味
を

賦
与
・
創
造
す
る
人
間
を
「
世
界
を
作
り
つ
つ
あ
る
存
在
」
と
捉
え
、「
人
間
に
よ
っ
て
作
ら
れ
つ
つ
あ
る
『
制
度
の
世
界
』
が
、

ど
の
よ
う
に
し
て
人
間
か
ら
自
由
を
奪
う
か
。
ど
う
い
う
意
味
で
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ざ
る
自
由
が
保
障
さ
れ
得
る
か
。」（

（4
（

と
い

う
本
稿
と
も
深
く
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
問
い
を
立
て
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
尾
高
教
授
の
自
由
論
と
駒
村
教
授
の
「
意
味
の
秩
序
」
論

の
相
違
点
―
―
肝
心
の
「
意
味
」
の
理
論
上
の
位
置
づ
け
も
含
め
―
―
は
等
閑
視
で
き
な
い
が
、
両
者
の
存
在
は
「
意
味
」
と
「
自

由
」
の
連
関
が
問
わ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。



167

「意味の秩序」の位相

三　

お
わ
り
に

　

以
上
、【
提
題
】
で
は
、
一
で
ア
メ
リ
カ
憲
法
学
に
お
け
る
「
意
味
」
の
問
題
に
関
す
る
研
究
状
況
を
確
認
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は

「
社
会
的
意
味
」
と
い
う
考
え
方
は
「
憲
法
学
に
お
い
て
旧
い
起
源
」
を
も
つ（

（4
（

と
評
さ
れ
る
ほ
ど
に
馴
染
み
深
い
も
の
で
あ
る
が
、

主
に
そ
れ
は
平
等
の
位
相
で
展
開
さ
れ
て
き
た
、
と
整
理
し
た
。
続
く
二
で
は
、
駒
村
教
授
に
よ
る
「
意
味
の
秩
序
」
論
が
形
成
さ

れ
る
過
程
を
丁
寧
に
追
う
こ
と
で
、
当
初
は
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
平
等
の
位
相
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
意
味
の
「
問
題
」
が
、

「
自
由
の
秩
序
」
構
想
と
し
て
再
定
位
さ
れ
、
文
化
芸
術
を
媒
介
と
し
て
、
自
由
の
位
相
で
本
格
的
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を

確
認
し
た
。
か
か
る
作
業
の
中
で
い
く
つ
か
の
示
唆
が
得
ら
れ
た
が
、
特
に
個
人
の
〈
生
〉
に
と
っ
て
「
意
味
」
が
重
要
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、「
意
味
の
秩
序
」
の
「
位
相
」
が
問
題
と
な
り
得
る
こ
と
を
多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
で
き
た
と
思
う
。
そ
こ
で
、
駒
村

教
授
と
の
【
対
話
】
を
通
じ
、【
提
題
】
で
過
不
足
あ
る
点
を
補
い
、
表
題
に
掲
げ
た
「
意
味
の
秩
序
」
の
「
位
相
」
の
問
題
に
さ

ら
に
迫
り
た
い（

（4
（

。
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【
対
話
】

駒
村
圭
吾
・
菅
谷
麻
衣

一　
「
意
味
の
秩
序
」
へ
の
接
近
―
―
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
社
会
的
意
味
」
論
と
の
関
係
で

菅
谷
：
　【
提
題
】
で
は
、「
意
味
の
秩
序
」
論
と
先
行
研
究
の
関
係
を
整
理
し
た
上
で
、
同
論
の
形
成
過
程
や
全
体
像
を
示
す
よ
う

努
め
ま
し
た
が
、
理
解
が
不
十
分
な
点
や
駒
村
先
生
の
意
図
と
は
異
な
る
解
釈
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
何
か
あ
れ
ば
、
ご
教

授
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
れ
で
は
、
早
速
、
質
問
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。【
提
題
】
の
一
及
び
二
（
一
）
で
確
認
し
た
通
り
、

「
意
味
」
の
問
題
は
ア
メ
リ
カ
憲
法
学
で
も
平
等
の
位
相
で
は
非
常
に
馴
染
み
深
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
管
見
の

限
り
、
自
由
の
位
相
で
は
「
意
味
」
の
問
題
は
、
ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
点
、
真
っ
先
に
「
意
味
」
の

問
題
を
自
由
の
位
相
で
主
題
化
し
た
レ
ッ
シ
グ
は
、
あ
る
意
味
で
途
中
離
脱
し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う（

（5
（

。
こ
う
し
た
状
況
下

で
、
な
ぜ
、
先
生
は
「
意
味
の
秩
序
」
と
い
う
概
念
を
構
想
し
、
自
由
の
諸
問
題
を
論
じ
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
か
。
ま
た
、

「
意
味
の
秩
序
」
を
自
由
・
平
等
の
両
位
相
を
貫
く
概
念
と
し
て
構
想
す
る
こ
と
で
、
理
論
な
い
し
解
釈
上
、
ど
う
い
っ
た
利
点

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

駒
村
：
　
ま
ず
、「
意
味
の
秩
序
」
論
と
い
う
私
の
さ
さ
や
か
な
主
張
に
つ
い
て
、
極
め
て
詳
細
に
、
そ
の
発
生
経
緯
を
含
め
て
、

検
討
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
う
や
っ
て
、
自
己
の
軌
跡
を
突
き
つ
け
ら
れ
ま
す
と
、
不
十
分
な
思
い
付

き
の
無
原
則
な
羅
列
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
分
か
り
ま
す
し
、
で
も
何
と
な
く
一
貫
し
た
「
意
味
」
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
気
分
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
「
意
味
の
秩
序
」
の
な
せ
る
業
で
し
ょ
う
か
（
笑
）。
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「
意
味
の
秩
序
」
に
つ
い
て
は
吉
川
智
志
さ
ん
も
提
題
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
も
参
照
し
て
い
た
だ

く
と
し
て
、
菅
谷
提
題
に
対
す
る
応
答
は
や
や
違
っ
た
論
点
、
菅
谷
さ
ん
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
寄
せ
た
形
で
対
話
を
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
　

さ
て
、
そ
れ
に
入
っ
て
い
く
前
に
、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
レ
ッ
シ
グ
の
離
脱
問
題
に
つ
い
て
一
言
。
レ
ッ
シ
グ
の
社
会
的
意
味

（social m
eaning

）
の
論
稿（

（5
（

は
、
九
〇
年
代
の
半
ば
に
す
こ
し
関
心
を
引
い
た
の
で
コ
ピ
ー
を
し
て
持
っ
て
い
ま
し
た
。
論
題
の

重
要
性
は
直
感
的
に
理
解
し
て
い
た
の
で
す
が
、
レ
ッ
シ
グ
が
素
材
と
す
る
例
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
と
か
喫
煙
の
制
限
と
か
、

や
や
小
さ
い
も
の
に
見
え
て
し
ま
っ
た
の
で
、
放
置
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
確
か
に
、
レ
ッ
シ
グ
自
身
は
「
社
会
的
意

味
」
の
テ
ー
マ
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
論
点
が
ア
メ
リ
カ
で
は
大
き
く
主
題
化
さ
れ
そ
こ

な
っ
た
よ
う
な
印
象
を
持
た
れ
る
の
は
、
レ
ッ
シ
グ
が
後
に
情
報
社
会
論
の
中
心
人
物
に
躍
進
し
て
行
く
経
緯
に
照
ら
し
て
も
、

や
む
を
得
な
い
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

　
　

し
か
し
、
菅
谷
さ
ん
も
脚
注
で
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
後
、
レ
ッ
シ
グ
は
彼
の
代
表
作
に
な
る
『
コ
ー
ド
（Code

）』（
（5
（

を

発
表
し
、
そ
こ
に
は
「
社
会
的
意
味
」
の
議
論
と
通
底
す
る
問
題
意
識
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
菅
谷
さ
ん
は
同
書
で
の
議
論

と
「
社
会
的
意
味
」
の
議
論
の
間
に
は
「
懸
隔
が
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
さ
ほ
ど
大
き
な
懸
隔
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
レ
ッ
シ
グ
は
、
人
間
行
動
に
制
約
を
か
け
る
モ
ー
ド
と
し
て
、law

、norm

、m
arket

、architecture

を
挙
げ
ま

す
。
最
後
に
挙
げ
ら
れ
た
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
の
現
代
的
典
型
と
し
て
、
数
々
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
て
い
る

コ
ー
ド
（code

）
に
着
目
し
た
点
が
耳
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
同
時
に
、
彼
が
挙
げ
て
い
る
規
範
（norm

）
は
、
法
（law

）
が

公
権
力
に
支
え
ら
れ
た
強
制
力
を
持
つ
の
に
対
し
、
共
同
体
が
暗
黙
の
う
ち
に
強
い
るforce

を
伴
う
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
「
規
範
」
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
「
社
会
的
意
味
」
が
入
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
の
「
意
味
の
秩
序
」
論
が
、「
自
由
の
秩
序
」
論
の
一
部
を
構
成
し
て
い
る
よ
う
に
、
レ
ッ
シ
グ
の
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『
コ
ー
ド
』
で
の
議
論
も
、
彼
な
り
の
「
自
由
の
秩
序
」
論
で
あ
り
、law

、norm

、m
arket

、architecture

は
そ
の
秩
序
を

構
成
す
る
四
つ
の
モ
ー
ド
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、「
社
会
的
意
味
」
はnorm

の
一
類
型
で
す
の
で
、
結
局
、
彼
は

「
社
会
的
意
味
」
論
か
ら
「
離
脱
・
撤
退
」
し
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
自
由
の
秩
序
」
論
の
一
部
と
し
て
語
る
方
向
に
出
た
、

つ
ま
り
「
発
展
」
さ
せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

そ
の
後
、
ず
っ
と
後
に
な
っ
て
、
二
〇
一
一
年
に
マ
イ
ケ
ル
・
ド
ー
フ
が
「
社
会
的
意
味
」
論
の
論
稿
を
発
表
し
ま
す（

（5
（

。
こ
れ

は
、
同
性
婚
を
め
ぐ
る
議
論
を
素
材
に
、
同
性
愛
者
に
対
す
る
「
二
級
市
民
」
的
扱
い
を
論
じ
た
も
の
で
、「
意
味
の
秩
序
」
論

に
関
わ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
本
稿
で
は
、「
法
の
表
示
的
害
悪
（law

’s expressive harm

）」
と
い
う
当
時
流
行
っ
た
論
点
が

提
起
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
瑞
慶
山
広
大
さ
ん
の
間
接
規
制
論（

（5
（

に
も
つ
な
が
る
も
の
で
す
が
、
私
の
「
意
味
の
秩
序
」
論
か
ら
も

有
益
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
視
点
で
す
。
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
現
在
、
同
性
婚
訴
訟
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
私
の
立
場
か

ら
す
れ
ば
、
格
好
の
題
材
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。
先
の
レ
ッ
シ
グ
の
業
績
も
含
め
て
、
こ
の
ド
ー
フ
論
文
も
使
っ
て
、
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
自
由
と
平
等
に
お
け
る
「
意
味
の
秩
序
」
論
を
し
っ
か
り
研
究
し
て
ま
と
め
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
な
か
な
か
着
手

で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

そ
れ
か
ら
、
せ
っ
か
く
で
す
の
で
、
レ
ッ
シ
グ
離
脱
論
に
あ
と
一
点
だ
け
触
れ
ま
す
と
、
比
較
法
研
究
の
現
場
で
は
、
今
現
在

の
流
行
り
を
や
ら
な
い
と
何
か
研
究
を
評
価
し
て
も
ら
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
を
抱
く
人
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

レ
ッ
シ
グ
が
扱
わ
な
く
な
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
当
該
論
点
が
無
意
味
化
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仮
に
今
は
誰
も
見
向
き

も
し
な
い
論
点
で
も
、
な
ぜ
一
時
的
に
せ
よ
そ
の
論
点
が
注
目
さ
れ
た
の
か
、
ど
う
し
て
下
火
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
当
該
論

点
の
正
し
い
評
価
な
の
か
、
そ
も
そ
も
そ
の
論
点
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
を
十
分
に
解
明
で
き
て
い
る
の
か
、
等
々

を
探
究
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
他
の
対
話
篇
で
も
言
及
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
私
が
初
期
に
扱
っ
た
独
立

行
政
委
員
会
の
問
題
は
、
当
時
で
す
ら
「
終
わ
っ
た
論
点
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
二
五
年
の
今
、
ト
ラ
ン
プ
政
権



171

「意味の秩序」の位相

下
の
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｆ
Ｒ
Ｂ
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
独
立
行
政
機
関
の
危
機
が
叫
ば
れ
、
一
九
三
〇
年
代
の
憲
法
学
の
知
恵
が
再

問
さ
れ
て
い
ま
す
。

菅
谷
：
　
な
る
ほ
ど
。
そ
れ
で
は
そ
の
上
で
、
先
ほ
ど
の
質
問
、
な
ぜ
、
駒
村
先
生
は
「
意
味
の
秩
序
」
と
い
う
論
点
を
構
想
し
、

自
由
の
諸
問
題
を
論
じ
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
か
。
ま
た
、「
意
味
の
秩
序
」
を
自
由
・
平
等
の
両
位
相
を
貫
く
概
念
と
し
て
構

想
す
る
こ
と
に
、
理
論
な
い
し
解
釈
上
、
ど
う
い
っ
た
利
点
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

駒
村
：
　
私
が
意
味
の
秩
序
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
た
の
は
、
菅
谷
さ
ん
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、『
法
学
教
室
』
を
舞
台
と
す

る
雑
誌
連
載
で
「
文
化
」
を
扱
っ
た
と
き
に
行
っ
た
石
川
健
治
さ
ん
と
の
対
話
が
ひ
と
つ
の
契
機
に
な
っ
て
い
ま
す
。
が
、
潜
在

的
な
関
心
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
れ
も
菅
谷
さ
ん
が
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
が
、Brow

n v. Board of Education

事
件
合
衆
国

最
高
裁
判
決
（
一
九
五
四
年
）
が
き
っ
か
け
な
の
で
す
。
一
九
九
〇
年
代
前
半
、
確
か
前
任
校
の
白
鷗
大
学
に
着
任
し
た
前
後
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
大
学
院
の
先
輩
と
ア
メ
リ
カ
南
部
の
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
ブ
ル
ー
ス
の

街
、
メ
ン
フ
ィ
ス
に
滞
在
し
た
の
で
す
が
、
ふ
た
り
と
も
法
律
学
者
の
卵
だ
っ
た
の
で
、
近
く
に
あ
る
「
公
民
権
博
物
館

（N
ational Civil Rights M

useum

）」
を
見
学
し
に
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
キ
ン
グ
牧
師
が
射
殺
さ
れ
た
ロ
レ
イ
ン
モ
ー
テ
ル
の

敷
地
内
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
正
確
に
言
い
ま
す
と
、
ロ
レ
イ
ン
モ
ー
テ
ル
自
体
が
、
キ
ン
グ
牧
師
が
宿
泊
し
て
い
た
部
屋
も

含
め
、
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
お
り
、
地
下
に
広
大
な
展
示
室
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
にBrow

n

判
決
関
連
展
示
物
が

あ
っ
て
、
中
で
も
私
の
目
を
引
い
た
の
は
、
ド
ー
ル
・
テ
ス
ト
に
使
用
さ
れ
た
白
人
と
黒
人
の
一
対
の
赤
ち
ゃ
ん
の
人
形
で
し
た
。

こ
れ
は
心
理
学
者
の
ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
ー
ク
の
提
唱
に
な
る
も
の
で
、
黒
人
の
子
供
た
ち
が
抱
え
て
い
る
劣
等
意
識
を
「
証
明
」
す

る
た
め
に
法
廷
で
証
拠
（
の
一
部
）
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
す
。
黒
人
の
子
供
に
白
黒
の
二
つ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
人
形
を
見
せ
て
、

「
ど
ち
ら
が
美
し
い
か
？
」
と
尋
ね
、
白
人
の
赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
選
ぶ
と
、「
と
こ
ろ
で
あ
な
た
は
ど
っ
ち
に
似
て
い
る
？
」
と
や

る
わ
け
で
す
ね
。
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お
そ
ら
く
多
数
派
は
、「
そ
の
子
の
気
持
ち
の
持
ち
よ
う
の
問
題
で
あ
っ
て
、
人
種
別
学
制
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
は
な
い
」

と
思
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
テ
ス
ト
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
議
論
が
あ
る
に
せ
よ
、
そ
こ
で
立
証
し
よ
う
と
し
た

こ
と
は
、
劣
等
意
識
そ
の
も
の
よ
り
も
、
子
供
た
ち
に
そ
の
よ
う
な
反
応
を
自
然
に
強
い
て
い
る
「
社
会
的
意
味
」
つ
ま
り
「
意

味
の
秩
序
」
の
存
在
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、「
気
持
ち
の
持
ち
よ
う
」
で
は
済
ま
な
い
、
不
可
視
の
秩
序
が

人
々
の
生
活
を
呪
縛
し
て
い
る
と
い
う
視
点
で
す
。
マ
イ
ケ
ル
・
ド
ー
フ
が
主
題
化
し
よ
う
と
し
た
同
性
愛
者
の
「
二
級
市
民
」

扱
い
の
問
題
も
そ
う
で
す
。「
二
級
市
民
な
ん
て
、
奴
隷
制
も
な
く
な
っ
た
し
、
身
分
制
も
消
え
た
の
だ
か
ら
、
気
の
持
ち
よ
う

で
は
な
い
か
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
も
「
意
味
の
秩
序
」
が
も
た
ら
す
不
可
視
の
身
分
制
が
あ
る
と
い

う
主
張
な
の
で
す
（
こ
れ
に
つ
い
て
の
賛
否
は
留
保
さ
せ
て
く
だ
さ
い
）。

　
　

こ
う
い
っ
た
背
景
で
、
二
〇
一
二
年
に
「
意
味
の
秩
序
」
と
平
等
に
関
す
る
論
文
と
、「
意
味
の
秩
序
」
と
自
由
に
関
す
る
論

文
の
二
つ
を
発
表
し
ま
し
た
。
当
時
、
徐
々
に
ソ
ド
ミ
ー
処
罰
や
同
性
婚
問
題
に
関
心
を
持
ち
始
め
て
い
た
の
で
、O

bergefell 

v. H
odges

事
件
合
衆
国
最
高
裁
判
決
に
至
る
前
史
に
属
す
る
い
く
つ
か
の
ア
メ
リ
カ
判
決
を
取
り
上
げ
、「
意
味
」
の
公
平
配

分
を
も
く
ろ
む
も
の
と
見
て
考
察
を
し
て
み
ま
し
た
。
こ
う
い
う
特
定
の
判
例
の
分
析
を
通
じ
て
、
さ
て
、
で
は
一
般
理
論
と
し

て
は
ど
う
か
、
と
レ
ッ
シ
グ
や
ド
ー
フ
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
果
た
せ
て
い
ま
せ
ん
。
後
者
の
自

由
に
つ
い
て
は
、「
意
味
の
秩
序
」
を
操
作
的
に
利
用
す
る
表
現
（
の
自
由
）
の
問
題
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
　

と
い
う
こ
と
で
、
私
自
身
は
「
意
味
の
秩
序
」
を
平
等
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
限
定
し
、
そ
れ
を
研
究
過
程
の
途
上
か
ら
自
由
の

コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
ウ
ィ
ン
グ
を
意
識
的
に
広
げ
た
…
…
と
い
う
感
覚
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
確
か
に
、
関
心
が
生
ま
れ
た
初
発

は
、
平
等
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（Brow

n

判
決
や
憲
法
一
四
条
の
公
序
論
）
が
主
で
あ
っ
た
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
が
、
さ
き
に
見
た
よ

う
に
、
自
由
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
も
関
心
を
同
様
に
、
と
言
い
ま
す
か
、
あ
ま
り
区
別
す
る
こ
と
な
く
関
心
を
持
っ
て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
自
由
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
は
、
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
が
や
は
り
大
き
な
考
察
対
象
に
な
り
ま
す
し
、
付
け
加
え
ま
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す
と
、
国
旗
国
歌
起
立
斉
唱
事
件
最
高
裁
判
決
に
お
け
る
「
敬
意
の
表
明
」
論
が
ま
さ
し
く
「
意
味
の
秩
序
」
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
書
い
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
日
吉
の
教
室
で
は
か
な
り
重
点
的
に
講
義
し
て
い
ま

す
。

　
　

以
上
、
概
略
し
ま
し
た
よ
う
に
、
私
は
、
平
等
と
自
由
の
双
方
で
こ
の
問
題
を
主
題
化
し
て
き
ま
し
た
。
二
〇
一
二
年
に
あ
る

意
味
で
同
時
に
二
つ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
小
稿
を
発
表
し
た
の
は
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。「
社
会
的
意
味
」
が
あ
る
種
の
秩

序
と
し
て
働
い
て
い
る
、
そ
し
て
そ
れ
を
判
例
も
理
論
も
参
照
し
な
が
ら
議
論
を
展
開
し
て
い
る
、
し
た
が
っ
て
、「
意
味
の
秩

序
」
の
自
由
制
限
的
契
機
や
意
味
の
不
公
平
分
配
を
問
題
化
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

と
は
い
え
、
急
い
で
付
け
加
え
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
一
応
、
秩
序
論
な
の
で
、
制
限
的
意
味
を
多
分
に
含
む
わ
け
で
す
が
、

し
か
し
そ
れ
に
よ
っ
て
混
沌
が
整
序
さ
れ
て
い
る
点
も
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
単
に
解
体
し
て
し
ま
え
で
は
済

ま
な
い
わ
け
で
す
ね
。

二　

日
吉
の
憲
法
講
義
に
お
い
て

菅
谷
：
　
ア
メ
リ
カ
憲
法
学
で
「
社
会
的
意
味
」
が
論
じ
ら
れ
る
際
に
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
どBrow

n

判
決
に
言
及
さ
れ

る
の
で
す
が
、
駒
村
先
生
の
同
判
決
に
対
す
る
関
心
が
後
に
「
意
味
の
秩
序
」
論
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
ね
。Brow

n

判

決
と
い
う
と
、
先
生
は
同
判
決
の
立
役
者
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク
に
関
す
る
論
稿（

（5
（

を
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
法
学
部
の
一
年
生
向
け

に
日
吉
で
開
講
さ
れ
る
必
修
科
目
の
「
憲
法
（
総
論
・
人
権
）
Ⅰ
」
の
講
義
で
も
必
ずBrow

n

事
件
で
実
施
さ
れ
た
人
形
テ
ス
ト

に
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
該
科
目
の
初
回
の
レ
ジ
ュ
メ
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、「
で
は
、
憲
法
を
考
え
、
学
び
、

語
る
こ
と
の
ポ
イ
ン
ト
は
？　

―
―
特
に
『
人
権
論
』
と
の
関
係
を
意
識
し
て
」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
、
憲
法
（
と
り
わ
け
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人
権
論
）
を
学
ぶ
際
に
は
「
人
間
の
生
に
対
す
る
想
像
力
、
不
条
理
に
対
す
る
根
源
的
怒
り
、
希
望
を
失
わ
な
い
強
さ
」
が
求
め

ら
れ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
熊
本
県
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
・
菊
池
恵
楓
園
の
資
料
館
の
展
示
物
の
写
真
と
人
形

テ
ス
ト
で
使
わ
れ
た
二
体
の
人
形
の
写
真
が
添
え
ら
れ
、
次
の
言
葉
で
結
ば
れ
ま
す
。

　
「『
し
ょ
せ
ん
、
人
権
を
め
ぐ
る
条
文
や
判
例
も
《
ル
ー
ル
》
の
集
積
に
す
ぎ
ず
、
社
会
に
秩
序
を
も
た
ら
す
道
具
の
ひ
と
つ
。
ク
ー
ル

な
実
務
家
と
し
て
は
、《
じ
ん
け
ん
》
な
ん
て
理
念
に
感
情
移
入
せ
ず
、
割
り
切
っ
て
利
用
す
る
だ
け
』
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
そ
う

で
あ
る
。
あ
る
種
の
真
理
で
あ
り
、
ま
た
実
際
そ
う
い
う
ド
ラ
イ
な
リ
テ
ラ
シ
ー
こ
そ
が
法
学
部
で
学
ぶ
ワ
ザ
で
あ
る
こ
と
も
確
か
。
し

か
し
、
ど
う
し
て
《
じ
ん
け
ん
》
と
い
う
理
念
を
と
り
あ
え
ず
ま
こ
と
し
や
か
に
人
間
は
掲
げ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
？
」（

（5
（

　
　

私
は
先
生
が
留
学
さ
れ
て
い
る
頃
に
学
部
生
だ
っ
た
の
で
、
大
学
院
生
に
な
っ
て
初
め
て
聞
い
た
初
回
の
講
義
内
容
は
特
に
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
勿
論
、
学
部
生
の
頃
に
受
け
た
小
林
節
先
生
の
「
憲
法
（
総
論
・
人
権
）
Ⅰ
」
も
学
内
外
で
の
豊
富
な
経

験
が
反
映
さ
れ
た
内
容
で
、
毎
回
の
講
義
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
す
が
（
講
義
の
中
で
小
林
先
生
は
「
駒
村
君
と
い
う

憲
法
の
専
任
者
が
い
る
が
、
彼
は
現
在
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
に
留
学
中
な
の
で
、
君
た
ち
の
講
義
は
私
が
担
当
す
る
」
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
）、

そ
の
後
、
大
学
院
生
の
と
き
に
、
駒
村
先
生
の
講
義
を
受
け
て
、
憲
法
学
（
人
権
論
）
の
世
界
の
深
さ
と
面
白
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
先
生
は
大
学
人
と
し
て
、
研
究
と
講
義
の
往
還
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
印
象
的
な
日
吉
の
初

回
講
義
の
ル
ー
ツ
も
九
〇
年
代
前
半
の
ア
メ
リ
カ
南
部
旅
行
に
あ
る
と
い
う
の
は
興
味
深
い
で
す
。

　
　

私
が
駒
村
先
生
の
日
吉
の
講
義
を
聴
講
し
て
い
た
と
き
に
は
国
旗
国
歌
起
立
斉
唱
事
件
最
高
裁
判
決
の
「
敬
意
の
表
明
」
論
が

「
意
味
の
秩
序
」
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
伺
っ
た
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
最
近
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
日
吉
の
教
室

で
重
点
的
に
講
義
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
講
義
内
容
に
つ
い
て
お
伺
い
で
き
ま
す
か
。
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駒
村
：
　
起
立
斉
唱
事
件
最
高
裁
判
決
（
最
二
小
判
平
成
二
三
年
五
月
三
〇
日
民
集
六
五
巻
四
号
一
七
八
〇
頁
）（

（5
（

で
は
、
起
立
斉
唱
を
求

め
る
職
務
命
令
が
一
九
条
の
思
想
良
心
の
自
由
を
侵
害
す
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
同
判
決
は
、
ま
ず
特
定
の
思
想
を
持
つ
自
由
（
持
た
な
い
自
由
）
と
い
う
側
面
に
関
し
て
、
起
立
斉
唱
行

為
は
、「
一
般
的
、
客
観
的
に
見
て
」、「
慣
例
上
の
儀
礼
的
な
所
作
」
と
み
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、「
そ
の
よ
う
な
所
作
と
し
て
外

部
か
ら
も
認
識
さ
れ
る
も
の
」
と
の
理
解
に
立
ち
、
そ
れ
故
、
教
師
の
「
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
を
否
定
す
る
こ
と
と
不
可
分
に

結
び
付
く
も
の
と
は
い
え
ず
」、
本
件
職
務
命
令
は
、「
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
し
ま
し
た
。
こ
の
「
一
般
的
、
客
観
的
に
見
て
」
と
い
う
部
分
に
「
意
味
の
秩
序
」
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と

れ
る
と
思
い
ま
す
。
起
立
斉
唱
と
い
う
特
殊
な
行
為
は
、「
意
味
の
秩
序
」
の
水
準
か
ら
見
れ
ば
、「
慣
例
上
の
儀
礼
的
な
所
作
」

と
い
う
意
味
が
付
与
さ
れ
る
と
い
う
論
理
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同
判
決
は
、
起
立
斉
唱
行
為
は
、「
そ
の
外
部
か
ら

の
認
識
と
い
う
点
か
ら
見
て
も
」、
特
定
の
思
想
又
は
こ
れ
に
反
す
る
思
想
の
表
明
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
思
想
の

表
明
や
告
白
の
強
要
に
は
当
た
ら
な
い
と
し
ま
し
た
。
一
九
条
の
も
う
ひ
と
つ
の
保
障
モ
ー
ド
で
あ
る
「
思
想
表
明
の
不
強
要
」

に
も
該
当
し
な
い
と
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
外
部
か
ら
の
認
識
」
と
は
何
か
、
こ
れ
も
「
意
味
の
秩
序
」
を
参

照
し
て
確
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

　
　

そ
し
て
同
判
決
の
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
間
接
的
制
約
」
論
の
と
こ
ろ
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
し
た
。
起
立
斉

唱
行
為
は
、「
一
般
的
、
客
観
的
に
見
て
も
」（
と
こ
こ
で
も
ま
た
こ
の
セ
リ
フ
が
繰
り
返
さ
れ
ま
す
）、
国
旗
お
よ
び
国
歌
に
対
す
る

「
敬
意
の
表
明
の
要
素
を
含
む
行
為
」
で
あ
る
と
認
め
ま
し
た
。
な
の
で
、
自
ら
の
思
想
と
の
関
係
で
否
定
的
な
思
い
を
持
っ
て

い
る
「
日
の
丸
」
や
「
君
が
代
」
に
対
し
て
敬
意
を
表
明
す
る
こ
と
に
は
応
じ
難
い
と
考
え
る
者
に
、
起
立
斉
唱
を
求
め
る
こ
と

は
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
「
敬
意
の
表
明
の
要
素
を
含
む
行
為
」
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
と
は
言
え
、
そ
れ
は
「
個
人
の
歴
史
観

な
い
し
世
界
観
に
反
す
る
特
定
の
思
想
の
表
明
に
係
る
行
為
そ
の
も
の
で
は
な
い
」
が
、「
個
人
の
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
に
由
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来
す
る
行
動
（
敬
意
の
表
明
の
拒
否
）
と
異
な
る
外
部
的
行
為
（
敬
意
の
表
明
の
要
素
を
含
む
行
為
）
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
」
で
は

あ
る
の
で
、
そ
の
限
り
で
、「
思
想
及
び
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
の
間
接
的
な
制
約
と
な
る
」
と
判
示
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
も
ま

た
、「
意
味
の
秩
序
」
の
参
照
が
潜
在
し
て
い
る
と
見
て
お
り
ま
す
。

　
　

以
上
の
判
例
解
説
を
し
た
の
ち
に
、
授
業
で
は
、「
命
令
」「
行
為
」「
内
心
（
思
想
・
良
心
）」
の
三
対
の
関
係
に
お
い
て
、「
内

心
」
を
直
に
制
約
す
る
「
命
令
」
が
直
接
的
制
約
で
あ
り
、「
命
令
」
が
直
接
的
に
は
「
行
為
」
に
照
準
し
て
な
さ
れ
る
も
の
の
、

そ
れ
が
「
内
心
」
に
も
影
響
を
与
え
る
も
の
が
間
接
的
制
約
で
あ
る
と
整
理
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、
で
は
「
行
為
」
と
「
内
心
」

を
連
結
さ
せ
る
要
素
は
何
か
が
問
題
と
な
り
、
本
起
立
斉
唱
事
件
判
決
に
お
い
て
両
者
を
結
び
つ
け
る
も
の
は
、「
一
般
的
、
客

観
的
に
」
認
識
さ
れ
得
る
行
為
の
意
味
解
釈
で
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
「
意
味
の
秩
序
」
で
あ
っ
て
、
起
立
斉
唱
と
い
う
行
為
に
対

し
て
な
さ
れ
る
「
敬
意
の
表
明
」
と
い
う
意
味
付
与
で
あ
っ
た
、
と
の
論
理
が
展
開
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
説
明
し
て
い
ま

す
。

　
　
「
行
為
」
と
「
内
心
」
の
連
関
は
、
個
人
が
主
観
的
に
訴
え
れ
ば
直
ち
に
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、「
意
味
の
秩
序
」
が

「
一
般
的
、
客
観
的
」
な
意
味
付
与
機
構
と
し
て
作
動
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
主
意
主
義

的
な
意
味
の
設
定
が
も
た
ら
す
混
乱
を
整
序
す
る
に
は
一
定
の
役
割
を
果
た
し
得
る
構
成
で
す
。
が
、
こ
れ
は
、
逆
に
言
い
ま
す

と
、
起
立
斉
唱
は
内
心
の
直
接
的
発
露
で
あ
る
と
い
う
社
会
的
了
解
が
あ
れ
ば
、
つ
ま
り
「
意
味
の
秩
序
」
か
ら
し
て
そ
の
よ
う

な
意
味
解
釈
が
客
観
的
に
な
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
直
接
的
制
約
に
該
当
す
る
と
い
う
理
路
も
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

う
い
う
説
明
を
授
業
で
は
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

菅
谷
：
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
起
立
斉
唱
事
件
最
高
裁
判
決
で
は
「
行
為
」
と
「
内
心
」
の
連
結
が
問
題
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
連
関
を
判
断
す
る
上
で
「
意
味
の
秩
序
」
が
「
一
般
的
、
客
観
的
」
な
意
味
付
与
機
構
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
わ
が
国
の
最
高
裁
判
例
で
は
、「
意
味
の
秩
序
」
が
自
由
の
射
程
の
境
界
線
を
調
整
し
た
り
、
あ
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る
い
は
、
意
味
の
秩
序
の
防
衛
が
自
由
制
限
の
直
接
的
根
拠
と
し
て
お
か
れ
た
り
し
て
き
た
、
と
駒
村
先
生
は
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
が（

（5
（

、
起
立
斉
唱
事
件
の
「
敬
意
の
表
明
」
論
に
関
す
る
分
析
を
伺
っ
て
、「
意
味
の
秩
序
」
が
自
由
の
諸
問
題
を
分
析
す
る
上

で
応
用
力
の
あ
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

三　
「
意
味
の
秩
序
」
と
平
等

菅
谷
：
　
先
ほ
ど
「
意
味
の
秩
序
」
に
対
す
る
ご
関
心
の
淵
源
を
伺
い
ま
し
た
が
、
比
較
的
早
い
段
階
か
ら
駒
村
先
生
の
ご
関
心
は

「
意
味
の
秩
序
」
の
自
由
制
限
的
契
機
と
意
味
の
不
公
正
配
分
と
い
う
二
つ
の
テ
ー
マ
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
も
っ
と
も
、

現
時
点
で
の
先
生
の
ご
業
績
を
拝
見
す
る
と
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
前
者
の
テ
ー
マ
に
ま
と
ま
っ
た
業
績
が
集
中
し
て
い
ま
す

（
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
は
両
者
が
交
錯
す
る
問
題
な
の
で
分
類
か
難
し
い
で
す
が
）。
他
方
で
、
先
ほ
ど
の
ご
発
言
に
よ
る
と
、
後
者
に

関
す
る
ア
メ
リ
カ
判
例
の
分
析
を
通
じ
て
、「
意
味
の
公
平
配
分
の
一
般
理
論
」
を
打
ち
立
て
よ
う
と
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で

す
が
、
こ
の
一
般
理
論
に
関
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
は
ま
だ
温
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
。
先
生
も
ご
存
じ
の
通
り
、
私
の
研
究
の
端

緒
は
キ
ャ
サ
リ
ン
・
マ
ッ
キ
ノ
ン
の
「
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
差
別
行
為
で
あ
る
」
と
い
う
言
説
に
あ
り
、
最
近
は
、
マ
ッ
キ
ノ

ン
の
い
う
ポ
ル
ノ
を
通
じ
た
「
女
性
の
二
級
市
民
」
化
の
問
題
を
市
民
的
平
等
論
の
観
点
か
ら
分
析
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

「
意
味
の
公
平
配
分
の
一
般
理
論
」
に
と
て
も
関
心
が
あ
り
ま
す
。
も
し
可
能
で
あ
れ
ば
、「
意
味
の
公
平
配
分
の
一
般
理
論
」
構

想
の
一
端
を
ご
教
授
い
た
だ
け
ま
す
か
。

駒
村
：
　
あ
れ
？　
「
意
味
の
公
平
配
分
の
一
般
理
論
」
を
打
ち
立
て
よ
う
な
ん
て
、
そ
ん
な
前
向
き
な
発
言
し
ま
し
た
っ
け
（
笑
）。

菅
谷
：
　
確
か
に
仰
っ
て
い
ま
し
た
（
笑
）。
レ
ッ
シ
グ
や
ド
ー
フ
と
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
方
向
性
も
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
よ
。

駒
村
：
　
あ
、
そ
う
で
す
ね
。
言
っ
て
い
ま
し
た
（
笑
）。
た
だ
、
そ
れ
は
「
意
味
の
公
平
分
配
」
の
「
一
般
理
論
」
と
い
う
よ
り
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も
、「
意
味
の
秩
序
」
論
を
論
点
の
指
摘
だ
け
で
は
な
く
、
否
、
論
点
の
立
て
方
も
含
め
て
、「
一
般
的
理
論
」
と
し
て
提
示
で
き

る
か
ど
う
か
、
と
い
う
関
心
で
す
。
自
由
の
文
脈
や
平
等
の
文
脈
を
特
に
分
け
る
つ
も
り
は
な
い
ん
で
す
ね
。
憲
法
解
釈
に
お
い

て
「
意
味
の
秩
序
」
を
参
酌
す
る
場
面
が
ち
ら
ほ
ら
見
え
る
が
、
こ
れ
を
一
般
的
な
法
理
と
い
う
か
論
点
と
し
て
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
と
い
う
視
点
で
す
。

　
　

例
え
ば
、
日
本
の
最
高
裁
判
決
で
も
し
ば
し
ば
最
高
裁
判
事
は
、「
国
民
の
理
解
」
と
か
「
社
会
通
念
」
に
言
及
し
ま
す
が
、

一
定
の
統
計
的
資
料
に
基
づ
く
場
合
や
他
の
知
的
資
源
に
依
拠
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は
判
事
た
ち
が
自
分
た
ち
な
り

に
「
意
味
の
秩
序
」
を
解
釈
し
た
結
果
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
批
判
的
に
と
言
い
ま
す
か
、
憲
法
的
に
捉
え
て
、
一
定
の
枠

組
や
判
断
構
造
を
創
り
出
せ
な
い
か
。
最
近
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
、
信
教
の
自
由
と
政
教
分
離
に
つ
い
て
発
言
す
る
機
会
が

多
い
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
と
り
わ
け
私
の
関
心
を
引
く
の
は
、「
儀
礼
」
論
で
す
。
宗
教
的
営
み
と
言
わ
れ
る
儀
式
的
行
為
を

最
高
裁
は
「
儀
礼
」
と
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
教
分
離
つ
ま
り
憲
法
的
統
制
か
ら
外
し
て
し
ま
い
ま
す
（
津
地
鎮
祭
事
件
判
決
）。

こ
れ
は
「
追
悼
」
論
も
同
じ
で
す
よ
ね
。
他
方
で
、
そ
の
宗
教
性
を
認
定
し
て
、
政
教
分
離
違
反
を
結
論
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

（
愛
媛
玉
串
事
件
判
決
）。
同
じ
行
為
が
「
宗
教
的
な
行
為
」
と
み
な
さ
れ
る
の
か
「
儀
礼
」
と
み
な
さ
れ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な

レ
ッ
テ
ル
を
張
る
の
か
で
、
そ
の
憲
法
的
意
味
が
劇
的
に
変
わ
る
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
枠
組
構
造
を
解
明
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
　

む
し
ろ
、
私
か
ら
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
菅
谷
さ
ん
は
「
意
味
の
秩
序
」
論
を
平
等
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
語
る
こ
と
に
こ

だ
わ
り
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
ど
う
し
て
で
す
か
？

菅
谷
：
　「
一
般
的
理
論
」
と
い
う
の
は
、
意
味
の
公
平
配
分
だ
け
で
な
く
、「
意
味
の
秩
序
」
の
自
由
制
限
的
契
機
も
含
む
も
の
だ

っ
た
の
で
す
ね
。
先
ほ
ど
も
指
摘
し
た
通
り
、「
意
味
の
秩
序
論
」
は
自
由
の
諸
問
題
に
対
し
て
応
用
力
の
あ
る
ツ
ー
ル
で
あ
る

と
思
い
ま
す
し
、
既
に
わ
が
国
の
最
高
裁
判
決
で
も
そ
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
例
が
散
見
さ
れ
ま
す
が
、
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私
と
し
て
は
、
平
等
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
こ
だ
わ
り
が
あ
る
と
い
う
か
、
関
心
が
あ
り
ま
す
。

　
　

石
川
健
治
教
授
が
よ
く
仰
る
よ
う
に
、
国
家
の
一
括
承
認
に
よ
っ
て
平
等
で
均
質
な
「
国
民
」（
ア
メ
リ
カ
で
い
う
と
こ
ろ
の

「
市
民
」）
の
身
分
が
成
立
し
た
な
ら
ば
、
本
来
、
平
等
は
既
に
達
成
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
も
っ
と
も
、
こ
の
石
川
＝
イ
ェ
リ

ネ
ッ
ク
のStatus

論
に
対
し
て
、
遠
藤
比
呂
通
弁
護
士
が
鋭
く
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
か
か
る
一
括
承
認
に
よ
っ
て
問
題
が
解

決
す
る
と
い
う
想
定
は
「
現
実
離
れ
」（

（5
（

し
て
お
り
、
社
会
に
よ
っ
て
人
格
が
承
認
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
、dignity harm

を

受
け
る
と
い
う
「
差
別
」
の
問
題
が
残
存
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
勿
論
、
石
川
教
授
も
こ
の
問
題
に
気
が
つ
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
上
で
、
こ
れ
を
「
意
味
」
の
剝
奪
の
問
題
で
あ
る
と
整
理
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
社
会
に
よ
る
不
承
認
状
態
を
「
人
権
侵
害
の

最
も
核
心
に
あ
る
『
差
別
』
に
よ
る
『
痛
み
』」
で
あ
る
と
措
い
た
上
で
、
そ
の
痛
み
の
質
は
「
人
と
のstatus

の
差
異
そ
れ
自

体
で
は
な
く
、
社
会
関
係
の
中
で
、
自
ら
の
生
き
る
『
意
味
』
が
承
認
さ
れ
ず
、
偏
見
の
烙
印
を
押
さ
れ
、
さ
ら
に
は
『
意
味
』

そ
の
も
の
を
剝
奪
す
ら
さ
れ
る
痛
み
と
、
密
接
に
関
係
し
て
い
る
」（

（6
（

と
説
明
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
こ
の
石
川
先
生
の
整
理
を
踏
ま

え
る
と
、Brow

n

判
決
で
は
直
接
的
に
は
州
の
分
離
政
策
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
本
質
的
に
は
ア
メ
リ
カ
社

会
に
お
け
る
黒
人
の
生
き
る
「
意
味
」
の
剝
奪
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。【
提
題
】
の
一

で
触
れ
た
通
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
公
民
権
運
動
の
後
も
、
八
〇
年
代
後
半
に
女
性
、
二
〇
〇
〇
年
代
に

同
性
愛
者
が
承
認
を
め
ぐ
る
闘
争
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
当
事
者
が
本
当
に
訴
え
た
か
っ
た
「
痛
み
」
の
質
と
は
何
な

の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
「
意
味
」
の
剝
奪
の
問
題
で
あ
っ
た
場
合
、
果
た
し
て
、
そ
れ
は
憲
法
学
が
カ
バ
ー
す
べ
き
問
題
な
の

か
、
と
い
う
こ
と
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。

駒
村
：
　
な
る
ほ
ど
。
か
な
り
大
き
な
問
題
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
論
ず
べ
き
こ
と
は
多
そ
う
で
、
そ
れ
だ
け
で
一
本
の
論
文
が
で

き
そ
う
で
す
ね
。

　
　

ま
ず
、
答
え
や
す
い
問
題
か
ら
い
き
ま
す
と
、Brow

n

判
決
は
ま
さ
に
「
意
味
の
秩
序
」
が
問
題
に
な
っ
た
事
案
で
あ
り
、
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「
意
味
の
剝
奪
」
を
問
う
と
こ
ろ
に
ま
で
判
事
た
ち
の
思
考
が
及
ん
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
判
決
で
す
。
人
種
分
離
教
育
が
劣
等

性
の
刻
印
を
固
定
化
す
る
と
い
う
視
点
、
つ
ま
り
黒
人
の
児
童
に
劣
等
性
の
烙
印
を
自
ら
に
刻
印
す
る
こ
と
を
強
い
て
い
る
「
意

味
の
秩
序
」
へ
の
眼
差
し
が
な
け
れ
ば
、「
分
離
す
れ
ど
も
平
等
」
と
い
うPlessy

判
決
の
法
理
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
は
ず
で
す
。《
劣
等
性
を
刻
印
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
る
状
況
》
が
個
別
状
況
で
は
な
く
、
社
会
一
般
の
「
意
味
の

秩
序
」
が
そ
れ
を
オ
ー
ソ
ド
ク
シ
ー
に
し
て
し
ま
う
と
《
劣
等
性
を
自
ら
内
面
化
し
て
い
る
状
況
》
に
至
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
劣

等
感
は
黒
人
が
勝
手
に
そ
う
思
っ
て
い
る
だ
け
の
ハ
ナ
シ
で
社
会
が
強
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
うBrow

n

判
決
以
前
に

は
当
た
り
前
に
流
布
し
て
い
た
言
説
に
勝
て
な
く
な
り
ま
す
。

菅
谷
：
　
一
八
八
三
年
のCivil Rights Cases

に
係
る
合
衆
国
最
高
裁
判
決（

（6
（

の
時
代
か
ら
ハ
ー
ラ
ン
裁
判
官
は
「
劣
等
性
の
刻

印
」
問
題
を
指
摘
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
高
裁
の
多
数
派
は
黒
人
が
自
ら
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
選
択
し
て
い
る
と
し
て
切
り
捨
て

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
意
味
の
秩
序
」
へ
の
眼
差
し
、
具
体
的
に
は
「
社
会
的
意
味
」
の
オ
ー
ソ
ド
ク
シ
ー
機
能
の
認
識
に
よ

っ
て
、
ハ
ー
ラ
ン
裁
判
官
の
主
張
が
多
数
派
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。
先
に
ご
説
明
い
た
だ
い
た
、

起
立
斉
唱
事
件
最
高
裁
判
決
の
分
析
も
併
せ
る
と
、「
意
味
の
秩
序
」
は
自
由
・
平
等
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
問
わ
ず
、「
社
会
的
意

味
」
に
対
す
る
解
釈
の
「
主
観
」
と
「
客
観
」
を
切
り
分
け
る
機
能
を
有
し
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
す
。
五
四
年
のBrow

n

判

決
以
降
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
平
等
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
「
社
会
的
意
味
」
を
参
照
す
る
こ
と
が
一
般
化
し
ま
す
。
が
、
だ
か
ら
こ

そ
、「
社
会
的
意
味
」
の
解
釈
者
（
の
視
点
）
次
第
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
行
為
が
「
差
別
」
だ
と
さ
れ
か
ね
な
い
の
で
、
あ
る
行
為

の
「
差
別
」
該
当
性
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、「
差
別
」
だ
と
疑
わ
れ
る
行
為
の
遂
行
者
の
「
目
的
・
意
図
」（
意
図
し
な
い

付
随
的
効
果
に
対
す
る
予
見
可
能
性
も
含
む
）
を
問
う
べ
き
だ
、
と
い
う
批
判
も
登
場
し
て
い
ま
す（

（6
（

。
も
っ
と
も
、「
意
味
の
秩
序
」

論
か
ら
す
る
と
、「
社
会
的
意
味
」
に
対
す
る
「
主
観
」
と
「
客
観
」
の
切
り
分
け
は
可
能
で
（
つ
ま
り
、
先
の
お
言
葉
を
借
り
る

と
「『
一
般
的
、
客
観
的
に
』
認
識
さ
れ
得
る
行
為
の
意
味
解
釈
」
は
成
立
す
る
）、
そ
れ
に
よ
り
「
差
別
」
の
拡
張
問
題
に
歯
止
め
が
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か
け
ら
れ
る
、
と
い
う
の
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　

先
ほ
ど
挙
げ
た
「
社
会
的
意
味
」
の
批
判
者
は
「
私
は
行
為
に
社
会
的
意
味
が
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
（I deny that acts 

have social m
eanings

）」（
（6
（

と
ま
で
い
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
い
い
過
ぎ
だ
と
し
て
も
、
論
者
ご
と
に
「
社
会
的
意
味
」
な
い
し

「
意
味
」
の
用
法
に
ズ
レ
が
あ
る
の
で
、
駒
村
先
生
の
使
う
そ
れ
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
整
理
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
も
よ
ろ
し
い
で

し
ょ
う
か
。

駒
村
：
　「
意
味
の
秩
序
」
は
「
秩
序
」
で
あ
る
以
上
、
客
観
的
な
も
の
で
あ
り
、
個
々
人
が
自
分
の
行
為
に
対
し
て
意
味
付
け
す

る
こ
と
と
は
別
で
す
。
個
々
人
が
自
己
の
行
為
に
意
味
付
与
を
す
る
場
合
、
純
粋
に
個
人
の
自
律
的
営
み
と
し
て
な
さ
れ
る
こ
と

は
む
し
ろ
稀
で
あ
り
、
社
会
に
浸
潤
し
て
い
る
「
意
味
の
秩
序
」
と
の
相
関
関
係
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
憲
法
的
な
考
察
の
対
象
と
な
る
あ
る
行
為
の
持
つ
意
味
が
、
本
人
と
し
て
は
、
例
え
ば
、「
儀
礼
」
で
あ
る
と
意

味
付
与
し
て
い
て
も
、
一
般
的
・
客
観
的
に
見
れ
ば
、
つ
ま
り
「
意
味
の
秩
序
」
を
参
照
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
宗
教
的
行
為
」
で

あ
る
と
意
味
の
置
き
換
え
が
な
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
起
立
斉
唱
と
い
う
身
体
動
作
は
「
儀
礼
的
所

作
」
の
要
求
に
過
ぎ
な
い
と
主
張
し
て
も
、「
意
味
の
秩
序
」
か
ら
す
れ
ば
、
一
定
の
「
敬
意
の
表
明
」
を
強
要
す
る
も
の
で
あ

る
と
み
な
さ
れ
る
。「
文
学
作
品
」「
思
想
小
説
」
だ
と
主
張
し
て
も
、「
猥
褻
」
を
含
む
と
判
断
さ
れ
る
…
…
こ
う
い
っ
た
行
為

の
法
的
評
価
の
劇
的
な
変
化
は
、
法
定
の
要
件
に
よ
っ
て
き
ち
ん
と
画
定
さ
れ
れ
ば
そ
れ
は
「
権
利
義
務
の
秩
序
」
の
問
題
で
す

が
、
一
般
的
に
通
用
し
て
い
る
通
念
に
訴
え
な
け
れ
ば
画
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
は
「
意
味
の
秩
序
」
の
問
題

に
な
る
、
と
い
う
の
が
私
の
議
論
の
趣
旨
で
す
。

　
　

で
す
の
で
、
菅
谷
さ
ん
や
レ
ッ
シ
グ
が
用
い
て
い
る
「
社
会
的
意
味
」
と
の
異
同
や
距
離
は
、
私
に
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

両
者
は
そ
れ
ほ
ど
違
わ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
が
、
菅
谷
さ
ん
は
、「
社
会
的
意
味
」
を
援
用
し
、
自
己
の
意
味
付
与
の
妥
当

要
求
を
行
う
者
に
対
し
て
、「
意
味
の
秩
序
」
論
が
そ
の
妥
当
要
求
が
主
観
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
客
観
的
な
も
の
な
の
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か
を
裁
断
す
る
機
能
を
果
た
す
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
伺
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
フ
ク
ザ
ツ
な
議
論
を
立
て
る
よ
り
も
、

上
に
述
べ
た
よ
う
な
も
の
と
し
て
、「
社
会
的
意
味
」
論
と
あ
ま
り
区
別
せ
ず
に
議
論
し
た
方
が
、
無
駄
に
議
論
を
フ
ク
ザ
ツ
に

し
な
い
で
済
む
よ
う
に
思
い
ま
す
ね
。

　
　

ま
た
、
菅
谷
さ
ん
は
リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ
キ
ン
ズ
を
参
照
し
て
、
自
己
の
行
為
の
意
味
付
与
に
対
し
て
「
意
味
の
秩
序
」
論
の
援

用
を
否
定
す
る
者
が
出
て
き
た
場
合
の
問
題
を
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
と
て
も
重
要
な
指
摘
で
あ
り
、
か
つ
難
し
い
問
題

で
す
ね
。
私
も
ま
と
ま
っ
た
見
解
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
、
自
己
の
行
為
に
対
す
る
自
分
自
身
の
自
律
的
な
意

味
付
与
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
場
合
と
、
そ
う
で
は
な
く
「
意
味
の
秩
序
」
を
参
酌
し
て
当
該
行
為
の
意
味
を
一
般
的
・
客
観
的
に

同
定
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
場
合
を
分
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
教
科
書
的
な
整
理
を
持
ち
出
せ
ば
、
確
立
し
た
「
権
利
・

義
務
の
秩
序
」
に
よ
る
場
合
は
、
そ
れ
に
従
っ
て
要
件
充
足
を
行
え
ば
い
い
わ
け
で
す
（
が
、
そ
れ
で
も
ど
こ
か
で
行
為
の
意
味
の

客
観
的
同
定
を
「
意
味
の
秩
序
」
を
使
っ
て
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
局
面
は
出
て
来
る
と
思
い
ま
す
）。
そ
れ
以
外
で
は
、
権
利
の
性
質

と
制
限
の
態
様
の
相
関
関
係
の
中
で
本
人
に
よ
る
「
意
味
の
自
己
申
告
」
を
ど
の
程
度
ま
で
尊
重
す
る
か
、「
意
味
の
秩
序
」
を

使
っ
て
自
己
申
告
を
修
正
・
置
換
す
る
か
、
を
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
エ
ホ
バ
の
証
人
剣
道
受
講
拒
否
事
件
最
高
裁
判
決

（
最
二
小
判
平
成
八
年
三
月
八
日
民
集
五
〇
巻
三
号
四
六
九
頁
）
は
、
剣
道
を
体
育
科
目
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
武
道
」
と
位
置
付
け
る

一
般
的
な
理
解
に
対
し
て
、
エ
ホ
バ
の
証
人
と
の
関
係
に
お
い
て
は
「
教
義
に
反
す
る
行
為
を
強
要
さ
せ
る
も
の
」
と
い
う
「
意

味
の
自
己
申
告
」
を
優
先
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
判
断
構
造
を
丁
寧
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。

　
　

そ
れ
か
ら
、「
差
別
」
と
社
会
的
意
味
論
の
関
係
に
つ
い
て
の
質
問
も
な
さ
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
も
う
少
し
質
問

の
趣
旨
を
明
瞭
に
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
。

菅
谷
：
　
私
が
気
に
な
っ
て
い
る
問
題
と
い
う
の
は
、
駒
村
先
生
の
ご
回
答
の
後
半
部
分
に
関
す
る
も
の
で
す
。
先
ほ
ど
先
生
は
エ

キ
ン
ズ
の
議
論
を
「
自
己
の
行
為
の
意
味
付
与
に
対
し
『
意
味
の
秩
序
』
論
の
参
照
を
否
定
す
る
者
が
出
て
き
た
場
合
の
問
題
」
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と
整
理
さ
れ
ま
し
た
が
、「
社
会
的
意
味
」
に
照
ら
し
て
「
差
別
」
だ
と
思
わ
れ
る

0

0

0

0

行
為
を
実
践
し
た
者
に
「
差
別
」
を
行
う

「
目
的
・
意
図
（purposes, intent

）」
が
な
か
っ
た
場
合
で
も
、「
意
味
の
秩
序
」
論
か
ら
「
差
別
」
の
責
任
が
問
わ
れ
る
べ
き

な
の
で
し
ょ
う
か
。
先
生
の
ご
回
答
で
も
触
れ
ら
れ
た
、
エ
キ
ン
ズ
は
「
行
為
に
社
会
的
意
味
が
あ
る
こ
と
を
否
定
」
し
ま
す
が
、

こ
れ
は
「
差
別
」
実
践
者
の
心
理
状
態
を
等
閑
視
し
て
、
行
為
の
意
味
を
解
釈
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
か
ら

で
す
。
今
、
私
は
「『
差
別
』
だ
と
思
わ
れ
る

0

0

0

0

行
為
」
と
い
う
表
現
を
し
ま
し
た
が
、
誰
が
「
差
別
」
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
、

換
言
す
れ
ば
、
誰
の
視
点
に
よ
っ
て
「
差
別
」
該
当
性
が
判
断
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
こ
こ
で
は
問
題
に
な
り
ま
す
。
こ

の
点
、「
社
会
的
意
味
」
論
者
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ア
イ
ス
グ
ル
ー
バ
ー
と
ラ
リ
ー
・
セ
イ
ガ
ー
で
あ
れ
ば
、「
問
題
と
な
っ
て

い
る
社
会
へ
の
参
加
適
格
を
有
す
る
者
（a com

petent participant in the society in question

）」（
（6
（

の
視
点
で
あ
る
、
と
応
え

る
で
し
ょ
う
か
、
エ
キ
ン
ズ
は
こ
れ
で
は
納
得
し
ま
せ
ん
。
彼
に
よ
れ
ば
、
あ
る
行
為
の
意
味
解
釈
に
お
い
て
は
、
当
該
行
為
の

遂
行
者
の
「
意
図
」
が
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
行
動
の
社
会
的
・
公
的
・
表
現
的
意
味
に
つ
い
て
の

判
断
の
調
整
を
目
的
と
す
る
高
度
に
複
雑
な
慣
習
体
系
（
恐
ら
く
「
意
味
の
秩
序
」
に
相
応
す
る
も
の
）
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

　
　

私
自
身
は
法
解
釈
の
次
元
で
何
某
か
の
「
意
味
の
秩
序
」
を
措
定
で
き
る
と
思
い
ま
す
し
、
先
生
と
の
こ
れ
ま
で
の
対
話
を
通

じ
て
、「
意
味
の
秩
序
」
論
の
有
用
性
も
実
感
し
て
い
ま
す
。
他
方
で
、
あ
る
行
為
の
遂
行
者
の
「
目
的
・
意
図
」
を
俎
上
に
の

せ
る
こ
と
は
、「
差
別
」
該
当
性
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
国
家
に
よ
る
特
定
宗
教
の
信
仰
者
の
支
援
と
非
信
仰
者
の
周
縁
化
の
問

題
に
お
い
て
も
重
要
だ
と
い
え
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
「
社
会
的
意
味
」
と
「
目
的
・
意
図
」
の
問
題
に
つ
い
て
先
生
は
ど
う

お
考
え
で
す
か
。

駒
村
：
　
最
後
に
指
摘
さ
れ
た
政
教
分
離
の
判
定
に
お
け
る
「
社
会
的
意
味
」
と
「
目
的
・
意
図
」
の
取
扱
い
は
、
津
地
鎮
祭
事
件

判
決（

（6
（

の
試
み
に
ひ
と
つ
の
典
型
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
目
的
効
果
基
準
の
「
目
的
」
も
「
効
果
」
も
「
客
観
的
に
判
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
判
断
は
、「
外
形
的
側
面
」
の
み
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、「
当
該
行
為
者
が
当
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該
行
為
を
行
う
に
つ
い
て
の
意
図
、
目
的
」
も
加
味
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
示
し
ま
し
た
。
同
時
に
、「
当
該
行
為
に
対
す
る
一

般
人
の
宗
教
的
評
価
」
や
「
社
会
通
念
」
に
言
及
し
、「
意
味
の
秩
序
」
も
参
酌
す
る
方
向
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
神

職
に
よ
る
神
式
に
従
っ
た
地
鎮
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
主
催
者
の
意
図
も
「
意
味
の
秩
序
」
か
ら
の
評
価
も
、
い

ず
れ
も
「
儀
礼
」
に
過
ぎ
な
い
と
結
論
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
　

行
為
者
の
意
図
と
社
会
的
意
味
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
た
ケ
ー
ス
で
し
た
が
、
こ
の
点
、
菅
谷
さ
ん
が
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、

両
者
が
衝
突
し
た
場
合
ど
う
な
る
の
か
、
行
為
者
の
意
図
が
優
先
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
行
為
の
社
会
的
意
味
を
エ
キ
ン
ズ

の
よ
う
に
ア
プ
リ
オ
リ
に
否
定
す
る
の
か
、
そ
う
い
う
論
点
が
重
要
な
問
題
と
し
て
浮
上
し
て
き
ま
す
。

　
　

さ
て
、
行
為
の
差
別
性
に
つ
い
て
行
為
者
本
人
の
意
図
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
で
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
ひ

と
つ
の
解
法
は
、
平
等
保
護
と
の
関
連
で
ア
メ
リ
カ
最
高
裁
判
例
が
提
示
し
た
「
動
機
審
査
」
で
す
。
私
は
こ
の
領
域
の
専
門
家

で
は
な
い
の
で
、
正
確
な
考
察
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
の
で
す
が
、
議
会
議
事
録
や
委
員
会
議
事
録
に
現
れ
た
立
法
過
程
・
政

策
形
成
過
程
に
お
け
る
発
言
の
差
別
性
を
問
題
に
す
る
手
法
で
す
。
こ
れ
こ
れ
の
差
別
的
発
言
を
前
提
に
制
度
構
築
し
た
の
で
あ

る
か
ら
差
別
的
動
機
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
。
あ
る
い
は
、
Ａ
と
Ｂ
を
区
別
す
る
立
法
の
合
理
性
を
論
証
さ
せ
、
い
ず
れ
の

論
拠
も
合
理
性
に
欠
け
る
と
な
れ
ば
、
差
別
目
的
に
出
た
立
法
で
あ
る
と
み
な
す
と
い
う
よ
う
な
処
理
も
あ
り
得
ま
す
ね
。
こ
の

点
、
日
本
の
最
高
裁
が
、
区
別
の
合
理
的
根
拠
を
求
め
、
そ
れ
が
論
証
で
き
な
い
場
合
「
差
別
的
な
取
扱
い
」
に
な
る
と
し
て
き

た
判
例
伝
統
も
、
そ
の
よ
う
な
思
考
方
法
に
基
づ
く
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
一
四
条
の
趣
旨
を
「
合
理
的
な
根
拠

に
基
づ
く
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
差
別
的
な
取
扱
い
を
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
」
と
お
い
て
、
合
理
的
根
拠
を
示
せ
な
け
れ
ば
、

本
人
の
意
図
は
ど
う
あ
れ
、「
差
別
的
な
取
扱
い
」
を
す
る
も
の
と
断
定
さ
れ
る
と
い
う
処
理
方
法
で
す（

（6
（

。

　
　

そ
れ
か
ら
、「
意
味
の
秩
序
」
を
誰
が
解
釈
す
る
の
か
と
い
う
問
題
で
す
が
、
裁
判
に
お
い
て
は
や
は
り
裁
判
官
で
し
ょ
う
ね
。

当
事
者
が
主
張
立
証
で
そ
れ
を
論
証
す
る
と
し
て
も
裁
判
官
が
判
断
す
る
と
い
う
制
度
的
構
成
か
ら
す
れ
ば
そ
う
言
わ
ざ
る
を
得



185

「意味の秩序」の位相

ま
せ
ん
。
行
為
者
が
自
己
の
行
為
の
意
味
付
与
を
「
社
会
的
意
味
」
と
置
換
さ
れ
る
こ
と
を
拒
絶
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
コ
ン
テ

ク
ス
ト
に
よ
っ
て
は
本
人
の
意
味
付
与
を
尊
重
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
一
般
論
と
し
て
、
行
為
者
本
人
の
意
図
と
「
社
会
的

意
味
」
を
切
断
し
、
本
人
が
差
別
的
意
図
に
出
た
も
の
で
は
な
い
と
言
う
以
上
、「
社
会
的
意
味
」
が
ど
う
あ
ろ
う
と
、
本
人
の

意
図
が
貫
徹
さ
れ
る
と
言
っ
て
い
い
の
か
ど
う
か
。
差
別
や
ヘ
イ
ト
の
問
題
領
域
で
は
、
実
は
、
そ
の
本
人
の
意
図
そ
の
も
の
が

「
意
味
の
秩
序
」
の
虜
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
意
味
の
秩
序
」
に
公
然
と
反
逆
す
る
よ
う
な
差
別
的
意
図
を

本
人
意
図
の
尊
重
と
い
う
観
点
か
ら
擁
護
す
べ
き
な
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
、
本
人
の
差
別
的
な
意
図
を
実
は
「
意
味
の
秩

序
」
が
間
接
的
に
支
え
て
い
る
場
合
は
ど
う
な
の
か
、
さ
ら
に
「
意
味
の
秩
序
」
自
体
の
差
別
性
が
各
人
の
本
人
意
図
を
支
配
し

て
い
る
場
合
は
ど
う
か
。

　
　

こ
う
見
て
く
る
と
、「
意
味
の
秩
序
」
は
行
為
に
意
味
付
与
す
る
準
拠
枠
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
憲
法
的
な
観
点

か
ら
す
る
と
、「
意
味
の
秩
序
」
を
挑
戦
す
べ
き
対
象
と
し
て
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

捉
え
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
参
照
す
べ
き
対
象

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
解
体
や
相
対
化
を
試
み
る
べ
き
対
象
と
な
る
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
が
一
四
条
の
三
関
係
の
規
定

に
照
ら
し
て
、
社
会
的
関
係
に
お
け
る
「
公
序
」
の
設
定
を
言
う
と
き
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

四　

エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て

菅
谷
：
　
政
教
分
離
に
関
す
る
審
査
基
準
と
い
う
と
、
目
的
・
効
果
基
準
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
や
エ
ン
ド

ー
ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
が
有
名
で
す
。
こ
の
う
ち
エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
は
、
レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
の
「
効
果
」
の
射
程
の

不
明
確
性
（
物
心
両
面
の
「
促
進
」
や
「
圧
迫
」
が
含
ま
れ
る
の
か
）
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、「
効
果
」
に
は
財
政
的
な
支
援
・
否

認
だ
け
で
な
く
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
る
支
援
・
否
認
も
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
り（

（6
（

、
当
該
テ
ス
ト
を
定
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式
化
し
た
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
の
思
考
が
こ
こ
で
は
参
照
に
値
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
あ
る
行
為
の
意
味
解
釈
に
お
い
て
、

ア
イ
ス
グ
ル
ー
バ
ー
＝
セ
イ
ガ
ー
は
「
社
会
的
意
味
」、
エ
キ
ン
ズ
は
「
目
的
・
意
図
」
を
各
々
重
視
し
て
い
ま
し
た
が
、
オ
コ

ナ
ー
裁
判
官
は
「
社
会
的
意
味
」
と
「
目
的
・
意
図
」
を
共
に
重
視
す
る
か
ら
で
す
。
エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
が
初
登
場

し
た
一
九
八
四
年
のLynch v. D

onnelly

事
件
合
衆
国
最
高
裁
判
決（

（6
（

の
オ
コ
ナ
ー
補
足
意
見
の
中
で
は
、
そ
の
考
え
が
は
っ
き

り
と
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
聴
衆
に
と
っ
て
の
発
言
の
意
味
は
、
話
者
の
意
図
と
共
同
体
に
お
け
る
当
該
発
言
の
『
客
観
的
』
意
味
の
両
方
に

0

0

0

依
存
す
る
。
…
…

し
た
が
っ
て
、
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
主
観
的
要
素
と
客
観
的
要
素
を
共
に
0

0

検
証
す
る
こ
と
が
、
当
該
行
為

に
禁
止
さ
れ
た
意
味
が
付
随
し
て
い
る
の
か
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。（T

he m
eaning of a statem

ent to its audience 
depends both on the intention of the speaker and on the “objective” m

eaning of the statem
ent in the com

m
unity. 

......Exam
ination of both the subjective and the objective com

ponents of the m
essage com

m
unicated by a 

governm
ent action is therefore necessary to determ

ine w
hether the action carries a forbidden m

eaning.

）」（
（6
（

（
原
文

の
イ
タ
リ
ッ
ク
・
訳
文
の
傍
点
は
菅
谷
）

　
　

こ
の
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
あ
く
ま
で
も
「
社
会
的
意
味
」
と
「
目
的
・
意
図
」
の
両
方
が
同
程
度
に
重

要
な
判
断
要
素
と
な
り
ま
す
が
、
ア
イ
ス
グ
ル
ー
バ
ー
＝
セ
イ
ガ
ー
は
当
該
判
示
部
分
か
ら
「
社
会
的
意
味
」
が
決
定
的
に
重
要

な
判
断
要
素
で
あ
る
こ
と
を
導
き
出
し
（
彼
ら
の
「
参
加
適
格
を
有
す
る
者
」
と
い
う
解
釈
者
は
、
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
の
「
客
観
的
／

合
理
的
観
察
者
」（

（7
（

を
下
地
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
）、
対
照
的
に
、
エ
キ
ン
ズ
は
そ
の
こ
と
を
批
判
す
る
わ
け
で
す
。

駒
村
：
　
行
為
の
「
社
会
的
意
味
」
と
行
為
者
の
「
目
的
・
意
図
」
が
一
致
し
な
い
場
合
は
ど
う
処
理
す
る
の
で
す
か
。
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菅
谷
：
　
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
は
レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
の
「
目
的
」
と
「
効
果
」
に
つ
い
て
、
特
定
宗
教
を
支
持
・
否
認
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
達
す
る
目
的
が
な
い
こ
と
、
実
際
に
支
持
・
否
認
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
す
る
効
果
を
も
た
な
い
こ
と
、
と
再
定
位
し
、

二
点
の
い
ず
れ
か
を
充
た
さ
な
け
れ
ば
違
憲
と
し
ま
す（

（7
（

。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
十
字
架
展
示
の
拒
否
の
合
憲
性

が
争
わ
れ
た
、
一
九
九
五
年
のCapitol Square Review

 &
 A

dvisory Bd. v. Pinette

事
件
で
も
、
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
は

「
政
府
に
よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
運
営
が
宗
教
を
支
持
す
る
効
果
を
も
つ
場
合
、
政
府
関
係
者
が
そ
の
よ
う
な
結
果

を
意
図
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
積
極
的
に
支
持
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
国
教
樹
立
禁
止
条
項
に
違
反
す
る
」（

（7
（

と
判
示
し
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
こ
と
か
ら
、
エ
キ
ン
ズ
の
考
え
方
で
は
、
政
府
に
特
定
宗
教
を
支
持
・
否
認
す
る
「
目
的
・
意
図
」
が
な
け
れ
ば
、
そ
の

法
令
や
行
為
の
「
社
会
的
意
味
」
に
か
か
わ
ら
ず
、
政
教
分
離
違
反
に
は
な
ら
な
い
の
に
対
し
て
、
エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
・
テ
ス

ト
で
は
、
た
と
え
政
府
に
特
定
宗
教
を
支
持
・
否
認
す
る
「
目
的
・
意
図
」
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
法
令
や
行
為
に
特
定

宗
教
を
支
持
・
否
認
す
る
「
社
会
的
意
味
」
が
あ
れ
ば
、
政
教
分
離
違
反
と
な
る
、
と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
政
府
の
側

か
ら
す
る
と
、
前
者
で
は
「
目
的
・
意
図
」
に
問
題
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
れ
ば
免
責
さ
れ
ま
す
が
、
後
者
で
は
「
目
的
・
意

図
」
及
び
「
社
会
的
意
味
」
の
両
者
に
問
題
が
な
い
こ
と
ま
で
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。

　
　

も
っ
と
も
、
エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
（

≒

レ
モ
ン
・
テ
ス
ト
）
の
目
的
要
件
に
対
し
て
は
、
最
高
裁
の
中
に
も
批
判
が

あ
り
ま
す
。
特
に
、
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
は
、
議
員
個
人
の
立
法
動
機
の
特
定
が
難
し
い
と
い
う
問
題
に
加
え
、
議
会
全
体
で
何
名

の
議
員
が
特
定
宗
教
を
支
持
・
否
認
す
る
目
的
を
も
っ
て
い
れ
ば
法
令
は
違
憲
に
な
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
投
げ
か
け
、
こ
れ

ら
に
対
す
る
適
切
な
回
答
は
存
在
し
な
い
の
で
、「
立
法
者
の
主
観
的
意
図
を
判
断
す
る
こ
と
は
危
険
な
企
て
で
あ
る
」（

（7
（

と
し
て
、

目
的
要
件
を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
ま
す
。

駒
村
：
　
そ
れ
ぞ
れ
の
布
置
関
係
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
が
、
さ
き
ほ
ど
菅
谷
さ
ん
は
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
は
、
エ
ス
キ
ン
ズ
や

ア
イ
ス
グ
ル
ー
バ
ー
と
異
な
り
、「
目
的
・
意
図
」
と
「
社
会
的
意
味
」
を
共
に
同
程
度
に
重
視
す
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
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今
ご
説
明
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
彼
女
は
、
政
府
が
「
目
的
・
意
図
」
に
宗
教
性
が
な
い
と
言
っ
て
も
、「
社
会
的
意
味
」
が
政
府

の
行
為
に
宗
教
的
意
味
を
付
与
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
政
教
分
離
違
反
に
な
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
む
し
ろ
「
社
会
的
意

味
」
の
方
に
決
定
的
な
重
み
を
お
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
菅
谷
さ
ん
が
「
両
方
と
も
重
視
し
て
い
る
」
と
言
っ
た

の
で
、
オ
コ
ナ
ー
は
、
双
方
が
背
反
し
た
場
合
に
、
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
質
問
し
た
わ
け
で
す
。

　
　

こ
の
対
話
篇
は
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
の
言
説
分
析
が
主
眼
で
な
い
の
で
、
そ
れ
は
こ
の
あ
た
り
で
や
め
に
し
て
、
い
ず
れ
に
し
て

も
、
政
教
分
離
違
反
の
判
定
基
準
に
お
い
て
、「
目
的
」
と
「
効
果
」
の
二
点
を
重
視
す
る
と
い
う
の
が
ア
メ
リ
カ
判
例
の
基
本

姿
勢
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
思
い
切
り
力
技
で
ま
と
め
て
し
ま
う
と
、「
目
的
」
は
世
俗
的
な
も
の
だ
っ
た
と
い
く
ら
強
弁
し
て

も
、
そ
れ
が
「
意
味
の
秩
序
」
に
よ
っ
て
裏
書
さ
れ
な
い
限
り
、
政
教
分
離
違
反
と
な
る
…
…
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
他
方
で
、

政
府
の
「
目
的
」
が
宗
教
的
な
動
機
に
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
「
社
会
的
意
味
」

は
世
俗
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
、
ち
ょ
っ
と
想
定
し
に
く
い
ケ
ー
ス
で
す
が
、
宗
教
的
な
も
の
を
「
目
的
」
と
し
た
こ
と
は

明
ら
か
で
す
の
で
政
教
分
離
違
反
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
注
意
を
要
す
る
の
は
、
政
府
が
宗
教
的

動
機
で
一
定
の
行
為
や
活
動
を
行
え
ば
、
当
然
、
そ
の
「
社
会
的
意
味
」
も
変
動
す
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
眠
れ
る
宗
教
性
を
目
覚

め
さ
せ
る
行
為
に
等
し
く
、
そ
の
意
味
で
は
「
意
味
の
秩
序
」
へ
の
挑
戦
と
受
け
止
め
る
べ
き
事
態
で
あ
る
点
で
し
ょ
う
ね
。

　
　

さ
て
、
話
し
が
大
分
迂
回
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
元
に
戻
し
ま
す
。
そ
も
そ
も
「
差
別
」
の
問
題

と
「
意
味
の
秩
序
」
の
関
連
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
た
の
で
す
が
、Brow

n

判
決
を
経
由
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
政
教
分
離
の
話

題
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
政
教
分
離
の
問
題
も
《
差
別
と
「
意
味
の
秩
序
」》
の
問
題
に
つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
谷
：
　
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
に
よ
る
判
決
テ
ク
ス
ト
の
書
き
振
り
は
兎
も
角
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、「
社
会
的
意
味
」
の
方
を
重
視

し
て
い
る
気
が
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
駒
村
先
生
の
ご
整
理
を
伺
っ
て
腑
に
落
ち
た
次
第
で
す
。
先
ほ
ど
か
ら
《
差
別
と
「
意

味
の
秩
序
」》
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
あ
え
て
無
関
係
と
も
思
え
る
、
エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
に
言
及
さ
せ
て
い
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た
だ
い
た
の
は
、
同
テ
ス
ト
が
政
治
共
同
体
に
お
け
るstatus

の
格
下
げ
（「
差
別
」
の
問
題
）
に
焦
点
を
当
て
る
も
の
だ
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
す（

（7
（

。

　
　

政
府
に
よ
る
特
定
宗
教
の
支
持
は
、
厳
格
審
査
が
適
用
さ
れ
る
、
宗
教
に
対
す
る
「
明
ら
か
に
差
別
的
な
法
令
や
行
為
」（

（7
（

に
は

該
当
し
ま
せ
ん
が
、
非
信
仰
者
の
信
仰
の
自
由
を
侵
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
格
や
政
治
共
同
体
に
お
け
るstatus

に
対

し
て
差
別
的
害
悪
を
も
た
ら
し
ま
す
。
特
定
宗
教
の
支
持
は
、
そ
の
宗
教
の
信
仰
者
に
対
し
て
は
〈
あ
な
た
方
は
イ
ン
サ
イ
ダ
ー

で
あ
り
、
政
治
共
同
体
に
お
け
る
望
ま
し
い
構
成
員
で
す
〉
と
い
う
肯
定
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
し
ま
す
が
、
非
信
仰
者
に
対
し

て
は
〈
あ
な
た
方
は
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
で
あ
り
、
政
治
共
同
体
の
十
全
た
る
構
成
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
〉
と
い
う
否
定
的
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伝
達
し
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
特
定
宗
教
（
多
く
の
場
合
、
多
数
派
の
宗
教
や
宗
派
）
の
信
仰
者
は
自
ら
の
信
仰
に
更
な
る

確
信
を
も
ち
ま
す
が
、
非
信
仰
者
は
人
格
の
核
心
で
あ
る
、
自
ら
の
信
仰
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
で
著
し
い
人
格
的
侵
害
を
被
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
非
信
仰
者
を
含
む
政
治
共
同
体
の
構
成
員
は
、「
公
認
宗
教
」
の
信
仰
者
のstatus

が
格
上
げ
さ
れ
、
そ
の
こ
と

に
よ
り
、
非
信
仰
者
のstatus

は
格
下
げ
さ
れ
た
と
み
な
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
要
す
る
に
、
エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト

は
「
信
教
の
自
由
」
の
平
等
0

0

か
ら
政
教
分
離
原
則
を
捉
え
直
し
た
も
の
だ
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
わ
が
国
の
愛

媛
玉
串
料
事
件
判
決（

（7
（

は
エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
が（

（7
（

、
同
判
決
の
評
釈
に
お
い
て
も
、

エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
が
「
身
分
的
差
別
が
も
た
ら
す
痛
み
の
質
を
、
構
造
的
に
主
題
化
す
る
力
を
も
っ
て
い
る
」（

（7
（

こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

五　
「
意
味
の
剝
奪
」
の
内
面
化
に
い
か
に
対
処
す
べ
き
か

駒
村
：
　
エ
ン
ド
ー
ス
に
よ
っ
て
公
認
効
果
を
与
え
ら
れ
た
宗
教
の
ス
テ
ー
タ
ス
が
上
が
る
の
に
対
し
、
そ
れ
に
あ
ず
か
ら
な
い
少
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数
宗
教
の
ス
テ
ー
タ
ス
は
〝
異
端
の
身
分
〟
に
置
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
が
「
意
味
の
秩
序
」
と
ど
の
よ
う
に
関
わ

る
と
お
考
え
で
す
か
。

菅
谷
：
　Brow

n

判
決
に
対
す
る
駒
村
先
生
の
ご
説
明
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ら
ば
、《
異
端
の
身
分
》
が
個
別
状
況
で
は

な
く
、
社
会
一
般
の
「
意
味
の
秩
序
」
が
オ
ー
ソ
ド
ク
シ
ー
を
支
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
《
異
端
の
身
分
を
自
ら
内
面
化

し
て
い
る
状
況
》
に
至
り
、
最
終
的
に
は
《
政
治
共
同
体
に
お
け
る
異
端
の
身
分
》
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

も
っ
と
も
、「
意
味
の
秩
序
」
論
か
ら
す
る
と
、《
異
端
の
身
分
を
自
ら
内
面
化
し
て
い
る
状
況
》
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き

な
の
か
悩
ま
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
も
し
、
こ
の
状
況
を
本
人
達
が
生
き
る
〈
意
味
〉
の
剝
奪
で
あ
る
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ

を
憲
法
学
が
カ
バ
ー
す
べ
き
な
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
カ
バ
ー
す
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら

で
す
。
各
人
が
生
き
る
〈
意
味
〉
は
、
従
来
は
法
学
の
射
程
外
と
さ
れ
た
「
感
情
」
や
「
情
動
」
と
も
密
接
に
関
わ
る
の
で
、
こ

の
問
題
に
あ
ま
り
深
入
り
す
る
と
、
法
律
論
な
い
し
法
学
の
枠
を
踏
み
越
え
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
が
、
他
方
で
、
佐

藤
幸
治
教
授
の
人
格
的
自
律
権
や
物
語
論
を
か
ら
す
る
と
、
自
己
の
存
在
意
義
、
ひ
い
て
は
自
ら
が
生
き
る
〈
意
味
〉
の
選
択
や

そ
の
保
障
も
憲
法
論
と
し
て
組
み
込
め
そ
う
な
気
も
し
て
い
ま
す
。

　
　

先
生
はBrow

n

判
決
に
つ
い
て
「『
意
味
の
剝
奪
』
を
問
う
と
こ
ろ
に
ま
で
判
事
た
ち
の
思
考
が
及
ん
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ

た
判
決
」
と
仰
い
ま
し
た
が
、「
意
味
の
剝
奪
」
と
い
う
難
し
い
問
題
を
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

駒
村
：
　
そ
う
で
す
ね
。「
意
味
の
秩
序
」
の
問
題
性
を
ど
こ
ま
で
引
き
受
け
る
か
は
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
は
お

っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
個
人
が
社
会
的
意
味
を
内
面
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
そ
も
そ
も
対
処
す
べ
き
問
題
と
見
る
か
ど
う

か
。
下
手
な
対
処
は
確
か
に
危
険
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
が
、
私
と
し
て
は
「
憲
法
的
対
処
」
は
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
は
あ
ま
り
立
ち
入
っ
て
議
論
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
の
「
文
化
」
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
も

関
わ
っ
て
く
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、「
意
味
の
秩
序
」
の
相
対
化
や
解
体
に
憲
法
が
直
接
的
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
と
い
う
の
で
は
な
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く
、「
意
味
の
秩
序
」
へ
の
「
挑
戦
」
を
可
能
に
す
る
た
め
の
道
具
立
て
、
例
え
ば
、
言
論
の
自
由
や
学
問
の
自
由
や
芸
術
の
自

由
と
い
っ
た
精
神
的
自
由
権
の
し
っ
か
り
し
た
保
障
を
確
立
す
る
と
い
う
よ
う
な
関
与
は
そ
れ
こ
そ
憲
法
が
受
け
持
つ
し
か
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
て
、
文
化
の
多
様
性
や
多
元
性
を
維
持
・
促
進
す
る
施
策
の
実
行
を
憲
法
問
題
と
捉
え

て
そ
の
適
正
化
を
模
索
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
「
意
味
の
剝
奪
」
を
返
上
す
る
た
め
の
「
意
味
の
秩
序
」
へ
の
挑
戦
を
ど
の
よ
う
に
構
想
す
る
の
か
と
い
う
テ
ー
マ
が
立
ち
上

っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、「
意
味
の
剝
奪
」
を
受
容
し
内
面
化
し
て
し
ま
っ
た
状
況
に
対
し
て
は
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
に
剝
奪
状
況
を
匡
正
す
る
こ
と
に
は
、
一
般
論
と
し
て
は
、
警
戒
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
で
も
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
何
か
を
し

な
い
と
い
け
な
い
状
況
に
近
づ
い
て
い
る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

菅
谷
：
　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「『
意
味
の
秩
序
』
へ
の
『
挑
戦
』」
は
既
に
何
度
か
登
場
し
て
い
る
視
点
で
す
ね
。

本
来
で
あ
れ
ば
、Snyder v. Phelps
事
件
合
衆
国
最
高
裁
判
決（

（7
（

の
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
は
、「
ふ
た
つ
の
『
意
味
の
秩
序
』
に

対
す
る
挑
戦
」
で
あ
っ
た
、
と
い
う
駒
村
先
生
の
ご
指
摘
を
踏
ま
え
て（

（8
（

、「
意
味
の
秩
序
」
と
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
加
害
者
・

被
害
者
の
関
係
に
つ
い
て
も
お
伺
い
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、「
意
味
の
秩
序
」
の
「
位
相
」
が
想
像
以
上
に
大
き
く
、
紙
幅
が

尽
き
て
し
ま
っ
た
の
で
、
次
回
の
楽
し
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　

今
回
の
先
生
と
の
対
話
を
通
じ
、「
意
味
の
秩
序
」
の
「
位
相
」
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
私
の
研
究
フ

ィ
ー
ル
ド
に
関
す
る
視
点
や
助
言
も
い
た
だ
い
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
大
学
院
を
離
れ
た
後
も
、
駒
村
研
究
室
で
の
日
々
の

「
対
話
」
を
振
り
返
り
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
【
対
話
】
は
勿
論
の
こ
と
、
先
生
を
は
じ
め
と
す
る

駒
村
研
究
室
の
み
な
さ
ま
と
の
今
後
の
「
対
話
」
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

�

【
こ
の
対
話
は
二
〇
二
五
年
一
二
月
一
八
日
時
点
の
も
の
で
あ
る
】
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（
1
）　

駒
村
圭
吾
教
授
は
「『
意
味
』
の
意
味
に
は
諸
説
が
あ
る
」
が
、「
と
り
あ
え
ず
意
味
は
『
言
葉
』
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
と
理
解
し
て
お
い
て
間
違
い
は
な
か
ろ
う
」
と
述
べ
る
の
み
で
、
自
身
が
用
い
る
「
意
味
」
の
定
義
を
明
示
し
て
は
い
な
い
（
駒
村

圭
吾
「
言
葉
／
意
味
／
権
力
―
―
ト
ラ
ン
プ
の
場
合
、
天
皇
の
場
合
」
法
学
研
究
九
一
巻
一
号
（
二
〇
一
八
）
二
三
頁
）。

（
2
）　D

red Scott v. Sandford, 60‌ U
.S.

（19‌ H
ow

.

）393

（1857

）.
（
3
）　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
上
の
「
市
民
」
と
は
、
他
国
の
憲
法
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
国
民
」
の
こ
と
で
あ

る
が
（
高
佐
智
美
『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
市
民
権
―
―
歴
史
に
揺
ら
ぐ
「
国
籍
」
概
念
』〔
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
三
〕
九
頁
）、
市
民
権
と

国
籍
の
異
同
を
強
調
し
、
前
者
を
よ
り
包
摂
的
な
共
同
体
を
構
築
す
る
契
機
と
み
な
す
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
論
も
主
張

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
岡
野
八
代
『
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
的
転
回
叢
書　
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
政
治
学
［
増
補
版
］
―
―
国
民
・
国

家
主
義
批
判
』〔
白
澤
社
、
二
〇
〇
九
〕
二
二
～
二
七
頁
）。
筆
者
と
し
て
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
論
に
共
感
す
る
面

も
少
な
く
な
く
、
ま
た
、
か
ね
て
よ
り
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
市
民
的
平
等
論
を
再
定
位
す
る
こ
と
に
関
心
が
あ
る
が
、

詳
細
は
他
日
を
期
し
た
い
。

（
4
）　D

red Scott, 60‌ U
.S.

（19‌ H
ow

.
）at 404, 421.

（
5
）　Plessy v. Ferguson, 163 U
.S. 537
（1896

）.

（
6
）　Jack M

. Balkin, T
he Constitution of Status, 106 Y

a
le L. J. 2313, 2346

（1997

）.

（
7
）　Plessy, 163 U

.S. at 562

（H
arlan, j., dissenting

）.

（
8
）　Id. at 551

（m
ajority opinion

）.

（
9
）　Brow

n v. Board of Education of T
opeka, 347 U

.S. 483

（1954

）.

（
10
）　Brow

n

判
決
を
支
え
た
ブ
ラ
ッ
ク
のstatus

論
は
、
カ
ー
ス
ト
（K

enneth L. K
arst

）、
バ
ル
キ
ン
（Jack M

. Balkin

）
と
い

っ
た
後
代
の
著
名
な
憲
法
学
者
に
強
い
影
響
を
与
え
、
現
在
も
平
等
論
の
通
奏
低
音
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
（see, e.g., K

enneth L. 
K

arst, Forew
ord: E

qual Citizenship under the Fourteenth A
m

endm
ent, 91‌ H

a
rv. L. R

ev. 1, 4‌ n.18

（1977

）; Balkin, 
supra note 6, at 2315 n.2

）。
な
お
、
ブ
ラ
ッ
ク
に
関
し
て
は
、
駒
村
圭
吾
「
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ブ
ラ
ッ
ク
―
―
象
徴
的Constitutional 

Law
yer

の
栄
枯
」
駒
村
圭
吾
ほ
か
編
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
の
群
像
―
―
理
論
家
編
』（
尚
学
社
、
二
〇
一
〇
）
三
頁
以
下
が
詳
し
い
。

（
11
）　C

a
t
h
a
rin
e A

. M
a
cK
in
n
o
n, O

n C
ollaboration in F

em
in
ism U

n
m
o
d
ified 201

（1987

）. See also C
a
t
h
a
rin
e A

. 
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M
a
cK
in
n
o
n, O

n
ly W

o
rd
s 30-31 （1993

）.
（
12
）　E

.g., Perry v. Schw
arzenegger, 704 F. Supp. 2d 921

（N
.D

. Cal. 2010

）; O
bergefell v. H

odges, 576 U
.S. 644

（2015

）.

（
13
）　

駒
村
圭
吾
「『
意
味
の
秩
序
』
と
平
等
」
憲
法
理
論
研
究
会
編
『
危
機
的
状
況
と
憲
法
〈
憲
法
理
論
叢
書
二
〇
〉』（
敬
文
堂
、
二
〇

一
二
）
一
二
九
頁
以
下
。
な
お
、
同
性
婚
と
「
意
味
の
秩
序
」
に
関
す
る
駒
村
教
授
の
見
解
は
、
本
号
の
吉
川
智
志
論
文
及
び
対
話
篇
を

参
照
。

（
14
）　See Law

rence Lessig, T
he R

egulation of Social M
eaning, 62‌ U

. C
h
i. L. R

ev. 943, 1041 （1995

）.

（
15
）　

た
だ
し
、
後
に
レ
ッ
シ
グ
の
関
心
は
、
政
府
に
よ
る
「
社
会
的
意
味
」
の
規
制
か
ら
政
府
・
私
企
業
に
よ
る
「
コ
ー
ド
（code

）」

を
通
じ
た
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
的
統
制
へ
と
移
る
。
レ
ッ
シ
グ
の
い
う
「
社
会
的
意
味
」
と
は
語
用
論
の
そ
れ
で
あ
り
（id at 952

）、

法
規
範
以
外
の
自
由
に
対
す
る
制
約
条
件
と
い
う
点
で
、「
コ
ー
ド
」
と
共
通
点
も
あ
る
が
、
両
者
の
懸
隔
は
無
視
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

（
16
）　

本
号
の
駒
村
教
授
と
吉
川
准
教
授
の
対
話
篇
「
一
」
を
参
照
。

（
17
）　

石
川
健
治
ほ
か
「
論
点
講
座　
憲
法
の
解
釈
（
二
三
・
最
終
回
）M

ission: A
lternative

―
―
連
載
二
年
を
振
り
返
っ
て
」
法
教
三

四
二
号
（
二
〇
〇
九
）
二
五
頁
以
下
。

（
18
）　

駒
村
圭
吾
「
論
点
講
座　
憲
法
の
解
釈
（
一
八
）Round 6-2

基
本
権
保
護
義
務　
基
本
権
保
護
義
務
と
私
人
間
効
力
論
・
再
訪
―
―

権
力
・
自
由
権
・
公
法
私
法
二
分
論
」
法
教
三
三
六
号
（
二
〇
〇
八
）
四
八
頁
以
下
。

（
19
）　

駒
村
圭
吾
「
発
信　
憲
法
地
域
事
情
（
一
二
・
番
外
編
）
ア
メ
リ
カ　
同
性
婚
論
争
と
ア
メ
リ
カ
」
法
セ
ミ
五
四
巻
九
号
（
二
〇
〇

九
）
六
五
頁
注（
8
）、
同
「
日
本
国
憲
法
研
究
（
九
）
国
家
と
文
化
」
ジ
ュ
リ
一
四
〇
五
号
（
二
〇
一
〇
）
一
三
五
頁
注（
5
）。

（
20
）　

石
川
ほ
か
・
前
掲
注（
17
）三
六
頁
〔
石
川
発
言
〕。

（
21
）　

石
川
健
治
「
判
批
」
法
協
一
一
四
巻
一
二
号
（
一
九
九
七
）
一
五
五
三
頁
、
同
「
人
格
と
権
利
―
―
人
権
の
観
念
を
め
ぐ
る
エ
チ
ュ

ー
ド
」
ジ
ュ
リ
一
二
二
四
号
（
二
〇
〇
三
）
二
七
～
二
八
頁
、
同
「
論
点
講
座　
憲
法
の
解
釈
（
二
）Round 1-2

法
的
地
位
と
人
権　
人

権
享
有
主
体
論
の
再
構
成
―
―
権
利
・
身
分
・
平
等
の
法
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
」
法
教
三
二
〇
号
（
二
〇
〇
七
）
六
七
頁
等
参
照
。

（
22
）　

石
川
ほ
か
・
前
掲
注（
17
）三
七
～
三
八
頁
〔
駒
村
・
石
川
発
言
〕。

（
23
）　

駒
村
［
二
〇
〇
九
］・
前
掲
注（
19
）六
四
頁
。
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（
24
）　

駒
村
［
二
〇
一
〇
］・
前
掲
注（
19
）一
三
四
頁
。

（
25
）　

同
一
三
五
頁
注（
5
）。

（
26
）　

井
上
達
夫
『
自
由
の
秩
序
―
―
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
法
哲
学
講
義
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
）
六
頁
。

（
27
）　

駒
村
・
前
掲
注（
1
）二
二
頁
。

（
28
）　

駒
村
圭
吾
「『
意
味
の
秩
序
』
と
自
由
」
大
石
眞
先
生
還
暦
記
念
『
憲
法
改
革
の
理
念
と
展
開
（
下
）』（
信
山
社
、
二
〇
一
二
）
一

七
九
頁
。

（
29
）　

最
大
判
昭
和
三
二
年
三
月
一
三
日
刑
集
一
一
巻
三
号
九
九
七
頁
。

（
30
）　
「
社
会
通
念
」
の
発
見
・
維
持
を
通
じ
て
、
立
法
者
で
は
な
く
、
裁
判
官
が
意
味
秩
序
の
形
成
者
と
し
て
立
ち
上
が
る
ま
で
の
過
程

を
丁
寧
に
追
う
も
の
と
し
て
、
駒
村
圭
吾
「
文
学
裁
判
と
ふ
た
つ
の
近
代
批
判
―
―
『
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人
の
恋
人
』
事
件
判
決
」
駒
村
圭

吾
編
著
『
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
判
決
―
―
「
近
代
」
と
「
憲
法
」
を
読
み
解
く
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
）
二
七
頁
以
下
。

（
31
）　

駒
村
・
前
掲
注（
28
）一
七
一
頁
以
下
、
同
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
賛
成
論
に
対
す
る
い
く
つ
か
の
疑
問
―
―
憲
法
学
的
観
点
、
政

治
学
的
観
点
、
哲
学
的
観
点
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
」
金
沢
法
学
六
一
巻
一
号
（
二
〇
一
八
）
二
二
八
頁
以
下
。

（
32
）　

駒
村
・
前
掲
注（
1
）二
一
頁
以
下
。

（
33
）　

Ｃ
・
ギ
ア
ー
ツ
（
吉
田
禎
吾
ほ
か
訳
）『
岩
波
現
代
選
書
一
一
八　
文
化
の
解
釈
学
Ｉ
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
）
六
頁
。

（
34
）　

駒
村
［
二
〇
一
〇
］・
前
掲
注（
19
）一
三
四
頁
。

（
35
）　

駒
村
圭
吾
「
国
家
と
芸
術
―
―
意
味
の
秩
序
と
自
由
」
武
蔵
野
美
術
大
学
造
形
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
成
果
報
告
書
別
冊
二
〇
〇
八
―

二
〇
一
二
『
芸
術
と
法
』（
武
蔵
野
美
術
大
学
造
形
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
）
六
三
頁
。

（
36
）　

同
上
。
駒
村
教
授
は
二
〇
一
〇
年
と
二
〇
一
三
年
に
「
文
化
芸
術
と
憲
法
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
論
稿
を
執
筆
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も

ほ
ぼ
同
様
の
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
二
〇
一
〇
年
論
稿
の
「
文
化
領
域
の
自
律
性
と
自
由
は
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
記
述
は

（
駒
村
［
二
〇
一
〇
］・
前
掲
注（
19
）一
三
五
頁
）、
二
〇
一
三
年
論
稿
の
該
当
箇
所
で
は
表
現
が
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く

そ
の
背
後
に
は
、〈
文
化
芸
術
の
自
由
の
可
能
条
件
論
と
自
律
論
の
接
合
可
能
性
〉
と
い
う
度
々
浮
上
す
る
論
点
が
あ
る
（
石
川
ほ
か
・

前
掲
注（
17
）二
五
頁
〔
駒
村
発
言
〕・
二
九
頁
〔
石
川
発
言
〕、
志
田
陽
子
ほ
か
「
日
本
国
憲
法
研
究
（
二
〇
）
座
談
会　
芸
術
の
自
由
」

論
ジ
ュ
リ
一
九
号
（
二
〇
一
六
）
一
八
七
頁
〔
駒
村
・
宍
戸
発
言
〕
参
照
）。
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（
37
）　

駒
村
［
二
〇
一
〇
］・
前
掲
注（
19
）一
三
七
頁
。

（
38
）　

駒
村
圭
吾
ほ
か
「
日
本
国
憲
法
研
究
（
九
）
座
談
会　
国
家
と
文
化
」
ジ
ュ
リ
一
四
〇
五
号
（
二
〇
一
〇
）
一
六
一
頁
〔
長
谷
部
発

言
〕。

（
39
）　

駒
村
［
二
〇
一
〇
］・
前
掲
注（
19
）一
四
四
頁
。

（
40
）　

同
一
四
四
～
一
四
五
頁
。

（
41
）　

石
川
ほ
か
・
前
掲
注（
17
）三
〇
頁
〔
石
川
発
言
〕、
駒
村
ほ
か
・
前
掲
注（
38
）一
六
〇
頁
〔
宍
戸
発
言
〕
参
照
。

（
42
）　

駒
村
・
前
掲
注（
35
）六
五
頁
。

（
43
）　

同
六
七
頁
。

（
44
）　See. e.g., H

u
gh M

eh
a
n &

 H
o
u
st
o
n W

o
o
d, T

h
e R

ea
lit
y o
f E

t
h
n
o
m
et
h
o
d
o
lo
gy 194-96 （1975

）.

（
45
）　

駒
村
ほ
か
・
前
掲
注（
38
）一
六
三
頁
〔
駒
村
発
言
〕
参
照
。

（
46
）　

駒
村
・
前
掲
注（
35
）六
九
頁
。

（
47
）　

尾
高
朝
雄
『
自
由
論
』（
勁
草
書
房
、
一
九
五
二
）
九
一
頁
。

（
48
）　C

h
rist

o
ph
er L. E

isgru
ber &

 L
a
w
ren

ce G. S
a
ger, R

eligio
u
s F

reed
o
m a

n
d t
h
e C

o
n
st
it
u
t
io
n 127

（2007

）.

（
49
）　

本
研
究
は
令
和
六
年
度
拓
殖
大
学
政
治
経
済
研
究
所
個
人
研
究
助
成
の
支
援
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
意
味
」
の
問
題
に

対
す
る
人
文
社
会
諸
科
学
の
研
究
状
況
に
関
し
て
は
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
図
書
館
職
員
のCasey Lees

氏
の
貴
重
な
助
言
を
得
た
。

記
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

（
50
）　

前
掲
注（
15
）参
照
。

（
51
）　Lessig, supra note 14.

（
52
）　L
a
w
ren

ce L
essig, C

o
d
e a
n
d O

t
h
er L

a
w
s o
f C

y
berspa

ce
（1999

）.

（
53
）　M

ichael C. D
orf, Sam

e-Sex M
arriage, Second-Class Citizenship, and Law

’s Social M
eanings, 97‌ V

a. L. R
ev. 1267

（2011

）.

（
54
）　

瑞
慶
山
広
大
「
統
治
技
法
と
し
て
の
社
会
規
範
―
―
『
間
接
規
制
』
の
憲
法
的
統
制
の
た
め
の
視
座
構
築
」
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
論
文
集
五
七
号
（
二
〇
一
七
）
九
一
頁
以
下
。
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（
55
）　

駒
村
・
前
掲
注（
10
）。

（
56
）　

二
〇
一
四
年
度
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
「
憲
法
（
総
論
・
人
権
）
Ⅰ
」
に
お
け
る
春
学
期
・
＃
1
の
レ
ジ
ュ
メ
「
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
『
国
家
と
人
権
』
―
―
三
・
一
一
の
後
で
い
か
に
日
本
を
〝
普
遍
的
に
〟
語
る
か
」。
な
お
、
菅
谷
は
二
〇
一
三
年
度
と
二
〇
一
四

年
度
に
同
科
目
の
講
義
を
聴
講
す
る
機
会
を
得
た
が
、
い
ず
れ
も
初
回
の
講
義
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
でBrow

n

判
決
へ
の
言
及
が
行
わ

れ
て
い
る
。

（
57
）　

本
判
決
を
皮
切
り
と
し
て
、
一
か
月
の
間
に
、
合
計
四
つ
の
小
法
廷
判
決
が
下
さ
れ
た
。
最
一
小
判
平
成
二
三
年
六
月
六
日
民
集
六

五
巻
四
号
一
八
五
五
頁
、
最
三
小
判
平
成
二
三
年
六
月
一
四
日
民
集
六
五
巻
四
号
二
一
四
八
頁
、
最
三
小
判
平
成
二
三
年
六
月
二
一
日
集

民
二
三
七
号
五
三
頁
。

（
58
）　

駒
村
・
前
掲
注（
28
）一
七
九
頁
。

（
59
）　

遠
藤
比
呂
通
「
法
主
体
と
し
て
の
『
ホ
ー
ム
レ
ス
』
？
」
法
社
会
学
二
〇
〇
六
巻
六
四
号
（
二
〇
〇
六
）
一
四
九
頁
注（
1
）。

（
60
）　

石
川
［
二
〇
〇
七
］・
前
掲
注（
21
）六
七
頁
。

（
61
）　Civil Rights Cases, 109 U

.S. 3‌

（1883

）.

（
62
）　Richard Ekins, E

qual Protection and Social M
eaning, 57‌ A

m. J. Ju
ris. 21, 27‌

（2012

）.

（
63
）　Id.

（
64
）　E

isgru
ber &

 S
a
ger, supra note 48, at 127.

（
65
）　

最
大
判
昭
和
五
二
年
七
月
一
三
日
民
集
三
一
巻
四
号
五
三
三
頁
。

（
66
）　

尊
属
殺
重
罰
規
定
違
憲
判
決
・
最
大
判
昭
和
四
八
年
四
月
四
日
刑
集
二
七
巻
三
号
二
六
五
頁
。

（
67
）　

安
西
文
雄
「
平
等
保
護
お
よ
び
政
教
分
離
の
領
域
に
お
け
る
『
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
害
悪
』」
立
教
法
学
四
四
号
（
一
九
九
六
）
九
〇
～

九
一
頁
参
照
。

（
68
）　Lynch v. D

onnelly, 465 U
.S. 668

（1984

）.

（
69
）　Id. at 690

（O
’Connor, J., concurring

）.

（
70
）　

当
初
、
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
は
「
社
会
的
意
味
」
の
解
釈
に
際
し
て
、
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